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].M.インガ…は、宗教の定義として13のカテゴワ…をあげている。む超自然的なものへの呼びかけ

(祈り)、骨音楽、③生理学的な議"練(苦行・禁欲λ岳部i戒・勧告、三会経典の朗論、骨ショミレーショ
ン(統制を目的とする事物の模挽〉、⑦マナ(開なる力を宿すものに触れること、按千人⑧タブー、

⑩供犠(生け賛・献金)、⑬会衆〈集会)、⑫霊感〈啓示・改心)、⑬象徹、なとど苧である

すベての宗教の必5須E区i要{件宇でで、ある O それは、キリスト教においても事情は同じで、ある。イエス・キリスト

ご向身が析り、弟子たちにも祈りを教えられた。その祈りを「主の祈りJというむテルトゥリアヌスi土、
支の祈りを f揺音全体の要約J モviariumtotius evangelii)と表現している。 cnr主の祈り」の解説は
マルチン・ jレターをはじめ、多くの著書が出版されている。バルトは f主の祈りJを、「詑礼論」と併せ
て i和解論jで取ち上げる予定だ、ったというのしかし、
守.の基礎づけ」として公刊された。バルトは、「洗礼jは、円し典Jではなく、キリスト者の生活の

り、(主のちJ，ま、生活の中心として(神への呼びかけJとし、「聖餐J，土、神への感謝を

捧げキリスト教生活の更新と考えた。

「主の新ちjの講解は、未完の f遺稿Jである。バルトは、 の祈り j及び(主の晩袈j
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氏バルトの「キリスト普のtf::J 主の祈りの神学的釈義

1)スト教的生Jの人間に命じられている〈神への呼びかけ>(Anrufung Gottes)と

る予定だったのである。

りjの未完の原稿の中から必、要に応ヒてバルトの神学的釈義を考察してみたいc

注

( 1) ].M.インガ-r宗教社会学j金井新ニ訳(ヨルダン社)1989年 p.45
( 2 )五ARLBARTH WDas christliche Leben.i 
『キリスト教的生1天野 脊訳(新教出報社 1998年)P.105 

ニ.父よ

キリスト者とは何かりそれは、キワスト教的問体の…・員というものではなく、

く、確信に満ちた人のことでもなし川キリスト者とは、イエス・キ 1)ストとの

務の中ιある人であるとバルトはいうり (1)神への義務とは、
イエス・キワストに結びつけられ義務つけられた者としてのキリスト者に期待されていることである

は、「主の祈りjとして指示されている。掛りは、信じることの法則であり、それは、

である

る。この呼びかけをする者は、在分自身

るのではないり彼らは、このように祈る

る。部ち、神への呼びかけは、 75意的にしたり、しなかったりすることができるよう して

なく、高次の命令に端的に従う行為なのでみる D

マタイによる福音舎では、折るように f命じてjいる (6: 9)のだが、ルカでは、弟子の一人が「主よ、
ヨハネが弟子たちに教えたように、わたしたちにも桁与を教えてください (ll. 1)という願い b噸

る答えとして『析るときには、こう言いなさいjと百われたので、ある。!品j福音書におけるイエスの指示

と教示は、差し海たり典礼上の教育という性絡を持っているが、しかし、この教育の重点は、啓裁とい

う点にあるとバルトはいう。山というのも、マダイ 6家7節以下では、周辺の或る特定の集i引に向けら

を前提としているの「異邦人のようにくどくどと述べてはならない。異邦人は、百葉数が多け

れば、聞き入れられると思い込んでいる。彼らのまねをしてはならないQムイエスの指導は、「よりわ

ずかな言葉を、しかしその代わり正しい言葉をjと。しかもそこで前提されているのは、「父なる

らの近くにおられ、彼らに必要なものを前もって知り、したがってその必要なものをくどくどとした

申し立ても懇願も、何ら必要としない。人はただ、神がご存知のlil窮のさなかにあって神に身を向けて

より頼み、そのあるがままの困窮した者として神に呼びかける、そのことだけを神は求めておられるの

る。

他方、ルカ謡音書の強調は、次の点に重かれている。彼らが端的に神に呼びかけるとき、祈りが開き

届けられること (Erhorung)をペてにすることがゆるされ、またそうすべきであるという点である。人

に盟震を乞い求めるところでは(ルカ11: 13)、以上のことを欠けてはいけなし長IIちそこでは、

乞い求めのすぐ後に賜物が、探し求めることのすぐ後に見出すことが、日!1くことのすぐ後に毘けてもら

えることが続くのである。そこでは、

ど、図々しく夜中にやってきてフ

子供が父親に走り寄っ

と同様である。

らが行うこと されることはありえない。ぞれはちょう

tンを求めるあの乞い求め : 5)や、あるいは、腹を空かした

を求める乞し なること治まないの
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弘前学院大学文学部紀要 第45サ (2009)

γタイ福音書では呼びかける者たちを見抜いておられる父が、ルカでは後らの時びかけを聴き届けて

おられる父が、問題なのである父よjというこの呼びかけは、ルカ11: 2では、まったくただそれだ

る。マタイで6:ちでは、[われらjおよびf天にまします1という三つの補是認によって説明さ
れて、:主の祈りは開始する

f父よ i 、'-V.J 日未川、もしそれがキリスト教的人間 (christlicheMenschen) 

において神を

、時格

きであるならば、この言葉が主の祈りの開始を告げる歌であるとすれば、議密な

されることを欲している。バルトは、この「父」という

のキリスト教的用法と理解を線本規則jと呼ばなければならないという。(:3)したがって、こ

は、「父Jという言葉が、直接的な語りかけの文章においてではなく、通常の文章において用いられる場
合であっても、三人称ではなく、三人称によって語られる場合であっても、熟慮しなけれぜならない。

キリスト教的人間辻、そこで神が問題となる場合には、真剣に・本来的に・厳蓄、には、父

にであれ、対象fとして苅ることはできず、ただ父に向かつて語ることができるだけである

ち、入が父に向かつて語るすでにその前に、もしくは、語りかけが恕こらない場合であっても、神はご

自身において現に父であるという認識においてのことであるの従って、それは、神が彼らの語りかけに

おいて、また、その力によって初めて父となる、という考えにおいてではないりそれゆえ{父Jは、キ
スト教的に思註され語られているところでは、「神J問機、何らかの人間的に「実存論的なものjとし
ることはで、きないむだが、キリス

、ただ行為をもってのみ潜行できる

~こ

とは、

る自分たちのその

父なるI粧品

ずJ(credo in unum Deum P拡(ニカイア・ 1ンスタンテイノポリス信条〕という父に向かつての
告白の姿と力においてのみということであるの

と技々は言う日我々がこの言葉を神に対して用いつつ敢えて口にするとき、否、すでに{心の内

て考えてしミるとき、そこで我々が認識しなければならないのは、「ああ、父よ.I汝、父よ
り、そうです、父よjなのである。

口にしたものであれ、忠唯の桜線形式;・言語の桜j男、苦・キリスト容に命じられてしるる

あるいは、キワスト者に与えられている自由の根源行為、即ち、キリスト

もしも、キリスト者の思惟と

るまでこの呼格によっ

はないとしたら、彼らは、自分がキリスト者であることを忘れてしまっているか、

まっているにちがいない。あるいは、肯定的に子まえば、彼らが従}I誌において行う全てのことは、ただ、

この「父よjとしミう呼びかけの反後・応JH・具体的形成でのみありうるだろうの(4 
よってこのような方で、あるので誌なく、{散

らのためにこのような方(父)である。神は、本質的に、その内的 a 外的栄光全体におしるで父で

ある。そして、この父として、神は行為し語られる。ぞれゆえ、このような神ご白身に最も間有な、あ

の父という本廷に対応する神の繋求に従}11ft:となる者たちにとって、最初から白明でなければならないれ

キリスト者が呼びかけるべき[父jとは、その父が単に「父親性J(Vaterlichl日it)の理念や栓体のよう
なものにすぎない、ということを意味するものではない。キリスト者が呼びかけるべき{父jとは、ぞれ

どころかむしろ、根本的に、真実に父なので、ある。それ故に、父は、どんな場合でも確かに、語りかけ、

聴いてくださり、人格的に行動される。この父は、「父親性jということ

がこの人格の本箕員;有性および本雲啓示であることに一切はかかっている。ぞれゆえ、

はない。即ち、この人栴が、それ自体で本来的に、現実的でニュートラルな父性的栄光の入栴化である、

というようなものでiまない。キリスト者が心の内に考え、日に出し、生きるところの{父よ IJという時
と共に、そのように呼びかけられている方は、単に1，tl建的にではなく中心的に、単に相対的にではな
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Kバルトの「キリスト符のやJ 主の祈りの神学的釈義一

く組対的に、単に暫定的にではなく究極的に主体として、即ち、父としての[汝J(Du)として語り

られつつ、それゆえ父としての「技J(Ich)として肯定されつつ、文字通り真剣に受けとめられるのであ

るつキリスト者が心の内に考え、口に出し、生きるようにと力づけられ要求されているあの呼格は、

の留保も他意もない端的な呼格のである G あのnヂ略は、「父jという自立的主体への呼がかけ、持への呼
る。 (5) 

おける父への昨びかけは、[叫ぶことJ(ガラテヤ 4: 6)、「うめくことJ(口一マ 8: 23) 
「歌うことJ(コロサイ 3. 16、エペソ 5: 1併でもあり、さらに、「歓呼することJ(ルカ10: 2りであ

り、本質的には、感謝を語ることであり、賛美することであり、とりわけ、祈り願うことと執り成

ることであり、いずれにせよ、声高なもしくは静かな語りかけである。そこで語行かけがなされるとき、

りかけているものの人格的脊在のみならず、語りかけられている者の人格的存主もまた前提されてい

るのは明らかである口そこで、は明らかに、呼びかけられている者が聴いているということが考嘩にいれ

られているのいやそれ以上に、呼びかけられている者へ発せられている呼びかけと同時に、その応答と

して、時びかけられている者自身の呼びかけがなされるということが考患に入れられているのである。

て、そこで時び古、けられている者もまた決して、物ではないということ、どんなに高実であっても

く耳を持たず、語る口も持たない「理念的事物jで、は決してないということ、いかなる意味においても、

「注文る物j、「一つの物Jでは決してないのむしろ、「そこで呼びかけている者に対するまったき
の中にありつつj成る方だということ、部ち、ご自身[語りかけられる用意のあるj或る方だということ

が考患に入れられているのであるっそのような方を、キリスト者が[父jとして時びかけているのであ

る。

よ!Jむこのように呼格として理解されつつ、この語は、キリスト者の忠雄と言葉においては、そ

れ自体としては不特定でかつ空虚で多義的な諾でありながら、「神jなる語の命ぜら

しい内的充填 (Fullung)、真性の権威ある解釈なのである。「持jという語は、或る人にとってはす

べてを意味し、 ~IJの人にとっては鵠黙のことと、幻想を意味する。「神j という語を心に思い口にすると

き、誰が、その人の抱いている神に関するイメージや概念を正しく主摂することができるのか。キリス

ト者が[父よけと呼びか汁、叫び、うめき、歌い、歓時し、父を賛美し感謝し、そして荷よりも父に祈

り願うとき、長[Jち、キリスト者の生活がこのような呼びかけにおける佐活であるとき、彼らはあの霧が

かかった景続全体のただ中を突き抜けて捗いているのである。いかに偉大なる頭脳明断を持ち、またい

かに深い思索の持ち主でも、そのようなものが、その人をキリスト者にするのではないの人をキリスト

者にするのは、彼が神の言葉を聴き取っているという事実によるのである。従って、キ I)スト者は、神

に関する様々な見解を巡る争いを勝ち抜いてきたわけではないD 彼らは、「わが子らよjという

りかけを聴く。「神は神にゥいて正しく語られるJ(パスカル fパンセJ799番人ぞれに対してキリスト
者は、 fわれらの父よJという呼びかけよって芯えるとき、そのことによって、彼らは神を正しく認識し
しているのである。彼らは[子供のようにj信頼し平安のうちに、喜ばしく口にすることができる

のであるの

バルトは、「神Jと「父jとの間にある意味関連 り上げる口「父である サ口ニ

ケ~ 1 . 3、3: 11)、「わたしたちの主イエス・キリストの父なる神J(コリント二 1: 3、エベソ 1

3、ベテ口-1 : 3)。神に関する表不は、通常「父なる神jという短縮された定式において遂行されて

いる。いずれにせよ、誰か戎る父を神と定義することではなく、神を父と定義することが重要なのであ

るのキリスト者は、父である神を、神として知り本認し告自する。この神を念頭にi置きつつ、この神に
る願いと共に、使徒たちは諸教会へ挨拶を送る G この神を認識しつつ諸教会は使徒と結ばれて

いる。ガラテヤ 1詳1節によればパウ口は、父なる神を、主の折りで[われらのj父と規定されているよ

うに、日ちの使徒職の設立者として主張する。また iJ官、みと平和とが私たちの父なる神からあるように
という 、パウロが宛先入(教会〉に対して用いるステレオタイ となっている。ぜリ
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ピ2: 11では「父なる神Jの「栄光jについて、ペテ口一 1: 2では「父なる神Jの「予知jについて、コ
ロサイ 3: 17ではキワスト者が「父なる神」に捧げるべき「感謝」について記しているのこの f父」であ

るところの神は、ヤコブの手紙でも 2回(1 : 27， 3: 9 )震われている。そしてヤコブ1: 17で辻、あら

ゆる良き贈り物の源として日着々の光の源の父jが表示され、同じく

が表ボされ、

という

えば、口ーマ 6: 4で「キリストは父の栄光によって復活された」と百われているように、また、コロサ

イ1: 12には「父は、キリスト者を聖なる者たちの相続分にあずかるのにふさわしい者とさ

ことは、問福音書にも安門する。しかも、ヨハネ福音舎では、「父jの荊法が「神J
以上もある。また、「父jと円卒jという両者の認可:関係の概念はわずか凶箇所だけで、ある(5 : 18， 6: 

27， 8: 20 : 17)。共観補資書は、「神Jの用誌が{憂勢であるが、 f神jと「父Jの関経はどこにも
ていない〈父という語は132回、神は初日である〉。その代わり、福音書には、「父Jという語は、ただ、

(父よという呼びかけ)においてのみ使われている I父よ!としるう呼びかけは、ただイエス
にのみ婦されている語りかけの言葉 (Anrede)なのである。しかしまた、父に爵する首明も、ただイエ

スのUから発せられている。父とは、イエスの父なのである。「わが父Jとは、マタイ福奇書によれば、
「天の父jあるいは「天におられる父」である。主の祈りでは、しかも主の祈りにおいてだけ「われらの

として告げ知らせることは、ただイエスにのみ桔志しいのであるむ

よ!Jという呼'[1'かけによって汁配という語に恕こる構常化、内容充填、解釈とは何であろうか。
は、「父Jという呼び号、けによって或る家族や共同体の創始者・頭として、表示することができる

のか。碍かに、そのことも、可能だろう O だが、そうではない。この方なしには、こ

存在することができないのであるひ「父Jという言葉をキリスト者が用いるとき、
に依存してお今、神と一体となっているのであるG しかし、神とこの共IriJ体とは、

神は、共同体の産みの親ではないからであるの「父jは、唯一の真の神を意味している。

臨 (Gleichnis)としての註言をしているだけである口

占代ギリシャ人たちも、後らのぞウスのことを「父」と呼んだむゼウスは f人々と神々の父jと

ているが、しかしそれは、ギワシャ人たちの父穏として、それゆえ同輩中第一位を占める者としてで

あって、彼らの創造主としてではない。新約開舎における「父なる神jは、その方から

を畏いて万物の内にいますところ

物ある一切の父性がその名にうえられている

ところの父J(エベゾ 3: 15)である。マタイ福奇書では、「天におられる父jと持撒づけている。天と
は、万物・万人に対して絶対的に鰻越しているということを考えなければならない。 f天Jは、地上の万
物・ H人にとっては到達不可能であり、創造主である日そのような方として万物・万人から医別すると

と何時に、それらに内千五されるのであるの即ち、ご自身の被造

によっ られることを とされたのである。(7)

「父よ てあの証を目指していること ら

かである。即ち、神に呼びカ、ける者が、自己詞身・万物・万人がそこに絶対に依存し、かっそれによっ

されていると知っている証を。その|浪りにおいて、「絶対依存の惑'請の淵源jとしての神、という

シュライエルマッハーの定義は否定されえない。だが、彼の定義は不十分で、ある。何故なら、この「淵

は、成る rt1性物・或る根源的な何物かでもありうるからである。シュライエルマッハーに

ようなものである。もし、後の定識が神を「汝J ととして、 f主体Jとし
しているならば、そのとき彼の定義は、「天におられる父である神は、世界と人間との椴端であるJとい
うレベルを明らかに超えていたにちがいないりそのとき「神Jは、絶対的な告IJ始者としてのご自身の父
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Xバルトの fキリスト者の生」一主の祈りの神学的釈義

物よって蒸礎づけられた働き (Funktion)の中におられる神。万物・万人に対するご長身の支配領域

と所有における家長-保護者・教育者として、また主・王・裁き主としてのご自身の業の中におられる

創造主として、ご自身の被造物の存在と生の連続性に対する、つまり被造物の過去・現在・未来に

対する素任を、自由な処分権能をもって倦まず弛まず間段なく信頼しうる仕方で担い遂行される方とし

てのご自身の業の中におられる神として理解されたにちがいない。「父よけとは、このような神

る「絶対j畏敬の呼びかけなのである。それは、最高に強力なく中性物〉ですら、しかも創識的桜淵とい

う資格においてであれ、人間から引き出すことの不可能な畏敬であるむ

この時びかけは、キリスト者によって語りだされる場合には、つまりキワスト者が主・王・裁き

る持へと向けられるときには、この呼びかけそのものは、神の存在と行為の中の戎る特別なもの

(Spezifisches)を意味している。 r神jという訪の精密化・内容充填・解釈のための最後の言葉は、神
を万物・万人に日を詑ぎ治める家長・統治者・裁き主として表示し踏解することによっても、ま

れていないのである。実際、神を「全能者jとして呼びかけることがやJ合意味するかは、この

(Allherrscher)がそれによつ

ある。

し働いているその霊によって、

父というものは、産み出す者であるだけでなく、同時

あるというイメージは明白であるむこれに対応する神というイメージは、

はない。しかしそれは、何の根拠もなく確実で誌ない。そして何よりも、

ものではなく、必然、的というよりも、むしろ偶然的な考えであり、

しろ思弁的かつ審美的なものにすぎない。

まったく左右されているので

-教育著・主裁主主で、も

を持つというよりもむ

ところで、新約聖書:の人間も、神をこのような父性的儀きにおいて認識している。部ち、

人間辻、自分たちは、すべて全能者と関わっているという認識の内に牛.きている(黙示録 1: 8)。

ッパうくよ、あらゆることがあなたの力の誤域内にありますJ(マルコ14: 36)。このイエスの語り
、ゲッセマネの祈りのなかで言われている。また、ヨハネ 5: 17の「わたしの父はこの時に至るま

で(僻子の働きの耕末的な時に主るまで)働いておられるjというイエスの言葉も、あの

きに関操づけられるの持i之、実に、「種も蒔かず刈り入れもせずに食に約めることもしない烏たちを

養われる父である。犠きもせず紡ぎもしない野の訂合をソロモンの栄華を凌ぐほどに育てる父であるJ
(γタイる:26以下)また、「父の意思なしには、一羽の雀さえも死して地上に落ちることなく、まして、

父に属する者たちの髪の毛までもすでに数えておられる父であり{マタイ10: 29)、かれらの必要なもの

を、かれらが求める前に知っておられる父である (γタイ 6: 8)。従って、父に属する者にとっては、

身体と生命のための「思い競いJ(マタイ 6: 25)を無用なものとし、そのような思い煩いは、異教的な
不従111ftとみなしたということは、大いに璃由があったので、ある

「父よ!Jこの呼びかけは、キリスト者の意識において、キリスト者のIJから発せられるときには、
愛するお父様jを意味している。従って、あまりにも水増しされ誤用されてきたあの表現を避けるこ

とはマきない。問jち、 f愛ーする神様jをよく注意していただきたいが、この表現は、キリスト者が今ょう

やく決断しそれを翻いとらねばならないような、神についての、より厳街な定義ではないからである

キリスト者は、神を礼拝する者たちの忠いやI~互いの中だけ愛すべきであるような神様ではなく、その震

において白山であり全能であり主権的であられる神を知っているのである。キワスト者は、この持を、

とJJ物の創造五および主として知っているのであるむキリスト者がこの神に感謝しこの神を賛美す

るとき、彼らはこの神に何ものかを付け加えているのではない。そうではなく、キリスト者がこの神に

ご自身の本質および行為によって不可避的に求められていることなのである口

に、キリスト者が祈り求める者としてこの神に走り容ってゆく際に抱いている信頼も、持ら自

手な要請でも晋険でもなく、むしろ、その被造物にとって蕎き創造主であるこの神の存在:への、披らの
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当然の承認なのである。それゆえに、それは強制さ

英・祈りであるの

-賛美・祈りではなく、喜ばしい感謝膨

キリスト者とは、世界と自分自身からは架橋されえないが、神の劉から

りにおいて、神から愛されていることを見出す人々、そしてこの愛されているという事実に恭づいて自

分の側からも、その応符としてこの神を愛する人々のことである口しかも、彼らが、「アッパ父よりと

この神に叫ぶときにこそ、この方から遠く離れている者でありながら、今やまったく近い者であり、ニ

を愛すべきものなのであるり(告

「父よ 1 これまで述べてきたことによっては、いまだなお、この呼びかけがキワスト者の患惟と言葉

において意味し表示しているところの主語 (Subjekt)に関する最後の事柄を語ったことにはならないの

こ批まで取り上げてきたのは、キリスト者によって昨びかけられている「父なる神」という

る様々な述語りだったので、ある。長IJち、万物の創造主としての神存在、一切の普の自由なる

源としての神存在についてこれまで取り組んで、さたのであったのでは、これら述語の主語とはどういう

ものなのだろうか。主なる神とはどなたなので、あろうか。

この方から切り離されるならば、場合によっては「父よjとキリスト;者会主呼びかけるとき、披らが仰ぎ

その方向とはまったく~Ijの方向を指し示すということもあり得るのであるとバルトは古う。例えば、

きわめて真剣にかゥ強い信仰心、において、戦争を万物および人間の父・主として裳賛し喝采してきた

人々がしミたのではないだろうかりもし人があれらの述語すべてをその主語から抽象するならば、そのと

きそれらの述語は、キリスト者に自明なのとはまったく異なった方で、理解さ

ある。創造主はその被造物の姿に従って理解され、統治者はその家の屠{主者たちの自己埜美のシンボル

として理解され、その方の恩恵は種々の人間的願望および欲望の理想、に近い形の成就として糟解され、

は人間が自分自身に対して持っている同'情の神話的反映として理解されてしまうので為

る。「父よ 1Jと時びかけられている方は、キワスト教的認識によれば、現実に真に父なる神であられる
という事態とその摂拠について明確でないかぎり、たとえそこに合まれている神に関する述語的性質を

追求するとしても、あまりにも多義的な企て、風を揺らえようとする企て〈伝道の書 1: 14)として提示

されるであろう。

ところで、キリスト者によって「父jと呼び、かけるべきあの主体の性質および存在に関して決断を下

すことは、キワスト者の事柄ではないりその決室長は既に、別のところで下されているのである。キリス

ト者は、ただその決能!Tに日々新しく従}II買(Nachvollziehen)を続けることであるのイエス・キリストは、

その存在・業・言葉において{父なる神Jという主悼の性質と存在に関するあの決断が起こり啓示され
た主である。キリスト者は、「アッパ、父よりと昂黙として呼ぶならば、そのとき彼らは、

という三主体の性質と寄荘に関するあの決際、即ち、イエス・キリストにおいて、みずから神的権威の内

由来しているのである。

パウロの挨拶は、わたしたちの父なる神から、および、イエス・キワストの父として表示する。これは、

るのであろうかのイエス・キワストは、ご自身の父と伺 Aの神的本繋を持ち、ぞれゆえこの

父の意患の完全な遂行者および啓示者であることによって、ご自身の教会の主として、キリスト者に

《神は彼らの父でもあられる〉ことを保証する方であり、神を彼らの父として認識することをキリスト

者にIlr能ならしめる方であり、神を彼らの父として呼びかけることを数される方であるのかくして神と
おけるキリスト者の約束された存在は、その~{本性において、父なる神の業と賜物であり、主

イエス・キリストの業と賜物であるD かくしてキリスト者に約束されている恵みと平和は、イエス・キ

リストが披らのための唯一の仲保者およが啓示者であるがゆえに、イ工ス・キワストの業およびイエ

ス・キリストの賜物として理解され表示されるべきなのであるG



民パjレトの「キリスト持の生j…主の祈りの神学的釈義

では、人関がイエス・キワストを過して神との関係へと移し

のであろうか。それは、イエス・キリストが彼ら

られることはどのようにして起こる

と力を号え、詔急、要求されると

いう端的な事実によって起こるのである O 設らの主であるイエス・キリストに従うことによって、後ら

は父なる持との関係へと移し入れられるのである。なぜなら、イエス・キリストご自身が、く父なる

への呼びかけ〉を最初の者として実践したという事実によって、彼らをご自身の祈りの運動の中へ導き

いれたのである。イエス・キリストの理史が過ま去った現象でないならば、イエス・キリストが死人の

中から視活しご自身の聖需の力において、今ここで、ご良身の教会とキリスト者の生ける主であるなら

ば、彼はただ単に〔かつて〕おられただけではない。 設は、今ここで、父なる神へと向かうあの〔掛り)

濯動の只中で存在し、すべての人間に代わって、それゆえすべての人間の先頭に立って、

の只中で存在しているその人である O そうであるならば、設は、〔かつておられJ(今もおられ〕るとい
うことによって、彼を自分の主として器撤し本認するすべての者にとって拘束力あるあの誠めが発せら

れているのである。(11)

なたがたは、こう祈りなさいjというマタイ 6章9館の要求の背廉にあるのは、すべての謡音書で

強鵡されている事実、即ち、イエス自身が神に、しかもご自身の父である神に掛ったという事実である。

それは、ルカ 3章21節の重要な指示によれば、イエスがヨルダンで民全体の中のひとりとして洗礼を受

けたときであり、マルコ 1章35i'inによれば狭いところから広い場所へと出発するとき、部ち、カブアル
ナウムから自余のガリラヤ全土での宣教に赴く室前のことであり、ルカ 6霊堂12節によれば、 12人の召命

ことであり、 γタイM章23節によれば、 5千人の食事と弟子たちの危険に曝された航海(教会)

との狭鰐でのことであり、ルカ 9章18によれば、弟子たちに向けられたあの間い、「人々は、私のことを

と百っているかjのすぐ陸前ルカ 9章29節によれば、出 kでのイエスの変貌の行為の渦中のことで

あり、マタイ26寧e36以下によれば、ゲッセマネでイエスが受難の遊に踏み入れるその折のことである。

「彼は折っていた」という覚え書きによって際立つた仕万で実IJまれているのは、明らかに、決まって、

の歴史のそのときどきの重要な転換点なのであるむイエスの祈りにおいて、特にゲッ七γネにおけるそ

の祈与において、明らかにヘブル書の著者は、イエスの生の新しい真の大祭司としての彼の性格にとっ

て、まさに決定的な活動そのものを見たのであった。円山まその肉のtJ々 において諸々の祈りと醜願と

を…ご自分の死から救い出すことのできる方に揮げたjと(ヘブル 5: 7) 0 そして、 f父よ 1Jという

のは、イエスが神に身を向ける際の時びかけである O また、 70人の弟子たちが派遣され、帰還したとき

カ10:市lOJユ下、マタイ11章25以下)、イエスはこう祈られたり「あなたを讃め称えます。父よ、天地

の主よ、あなたが御国の力を智若や賢者に隠し、それを幼子に顕してくださいましたり父よ、あなたの

こうして起こっていることは、為なたの御心にかなっていることですjとのゲッセマネの祈りの

とき、ルカ22章42節では、 f父よ 1Jと、 γ タイ26章 42節では、「わが父よ 1Jと、マルコ14寧36節で
は、もしかするとパウ口がガラテヤ 4章6節およびローマ8京15節で依拠していたかもしれないf式承に

て「アッパ、父よ 1Jと析られている。ルカ23章34では、「父よ、彼らをお赦しくださいの披らは

自分たちが仰をしているのか、わかっていないからですjと、また、 46節で辻「父よ、あなた

にわたしの霊をゆだねます」と折られているひそして、日ハネによる福音書11章41節マは、ラザ口を死

から時び覚ます (Erwechung)前に f父よ、わたしの摂りを聴き届けでくださったことを感謝しますjと、
また12輩27節以下では、受難の出来事が始まるときに、 fわたしは何と百うべきか、父よ、わたしをこの

してください。しかし、このために、わたしはこの時の中へやって来たのだ。父よ、あな

たの{知名の栄光を現わしてくださいjと析られている G そして、ヨハネ17章のいわゆる大祭討の祈りで

はf父よ、……あなたの子の栄光を現してくださいq 子があなたの栄光を現すためにJとは節)0r聖な
る父よ、彼らを、あなたの僻名のもとに守ってくださいJOUn)と。「父よ、あなたがわたしに与えてく
ださった者たちもまた、わたしのいるところに、わたしのもとにおらせてください (24節)と。 f義し
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い父よ、この世はあなたを知りませんが、わたしはあなたを知っていますりそして、この者たちは、あ

なたがわたしをお遣わしになったことを知っていますJ(25節)と全fi-っている。

以上のことから学ぶことは、福音書によれば、イエスはただ析られただけでなく、父な

かけにおいて、弟子たちに先立ち、拘束力のあるものとされたのである。そして、マタイ己章9節の「あ

なたがたは、こうち?りなさいj は、マタイ 28~立19館のj先札命令が、ヨルダンでのイエスご自身が受けた洗

る関孫とrJiJtンとあるとバルトは言う口

なたがたは、こう千五鳴りなさいjというイエスの命令は、キリスト者の思惟と言葉における「父

よりという呼びかけを根拠づけ、同時に、この神の性質と存在に関する彼らの認識を根拠づけている

のである。この命令は、イエス・キリストにおいて成就された神と人間との開の契約

「わが父よ!Jという事実に慕づいて、「あなたがたのムそして「われらの父よ!Jと
した契約の成就とは、神と

つ仁詩民一八(jJ八向とが、父およ として互いに認識し確証し愛し合っている罷りにおいて一つ

でということだからであるO を完全に光の中へともたらし、父は御子の業を完全に

もたらす。このことは、キワスト昨誕以前には、ヤハウェとイスうエルの関係においては起こ

らなかったことである O

「神がわたしたちの父であるJということは、問中はまずイエス・キリストの父であるjという
らだけ絶対に帰結し、この事実に絶対的に依存している。そして、神を父として呼び、求める我々の

は、:全くあの呼びかけに捺拠を持っているのである。神を f父jと語りかけるなどということを、人いは
どうしてできるのであろうかむこの間いの正しい答えの持つ秘儀は、マタイ11輩27部以下で明らかとな

るの「すべてのことがわたしに、わたしの父から手渡されている O そして、予を知る者父のほかにはなく、

父を知る者は、子と子が啓き示したいと思う者のほかにはだれもいないJoだから「わたしのもとに来な
さい」。あなたがた労多く重荷を負っているすべての者よムだから、「あなたがた、わたしの較を負い、

わたしから学びなさい」。だから、「あなたがたはこのように祈りなさいJ(マタイ 6車9附付
このことは、ヨハネ福音書の使倍のひとつの基調奇である。ここでも「父jという語辻ただイエスご

吉身の言葉の中にだけ現れる。 5輩出主主でi土、ユダヤ人たちは、「樟は自分の父だとイエスがBってい

るiと非難しているむ 13章3簡では、「父がすべてのものをご良分の手にお号えになったことをイエス

と記している。 14事8節ではピリポが、「主よ、わたしたちに父を示してくださいJとイ
エスに言っている。そして、最後に、復活の朝、マグダラのマリヤに向かつて、けったしの兄弟たちのと

ころへ行ってこう言いなさい。けったしはわたしの父のところ、わたしの神のところへ行く」と O

12節)決定的なことは、「父Jと時ばれている方は、「梅子jの父として、1:![Jち、イょにスの父として表示さ
れていることである。かくして、イエスを見る者は父を見るのである (14霊堂9館 rわたしを通らなけ
れば、だれも父のもとへ行くことはできない 1(14章詰

最後に、神を父として呼ぴ求めるというキリスト者の従}II長な呼びかけの意味は、一体何なのであろう

か。いかなる仕方で Onwiefern)イエスを見る者は父を見るのか。いかなる仕方でイエスはこの神に翠

る通路を啓くのであろうか。それは、「神は父だ」という内持の命令を伝達することによってではないり

そうではなく、イエス・キリストの存在・人格・業部ち、彼の歴史・彼の語りかけ・仔動・苦難の全体

ら最後にfliるまでの歴史とは、神の意思への完全に従頼なる

として

るとノすルトは切言う (11) 
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注

(l) Iζバルト fキリスト的生j(I) 天野 有訳(新救出版社)1998杯 p.105
2 )前掲書 p.l07 
(3 )前掲脅 p.lOお
4 前掲書 p.110 

(5 )誌な持書 p.l13 

(6 )前掲書 p.l18 

7)前揖警 p.l21 
(8)諒掲書: p.l25 

9 )前掲書 p.l31 

(10)前掲議 p.l34

(11)前掲書 p.l38 

(12)前揚書 p.140 

(13)前掲脅: p.l44 

(14)前掲欝 p.l48 

五.神の子ら

パルトはこれまで、キリスト者によって「よび古、けられる神j即ち、父に関する問いを中心に論じてき

た。次に、時びかけにおいて行動している主枠の問題に向かつてゆかねばならないというのそして、

[父よりと呼びカ、けることは、若干の少数の|境られた「頭言者J(キサスト教徒)の事柄であるのこの
ような状況において、神を白分の父として呼び求めることが、キワスト者の規定である。!きみたちはこ

のように析りなさいj、これが「まの祈りjである

りの伝承は、若干の「預言者的少数において存在するj人々の存在を考患に入れているとバル

トは詩う O そこで時びかけられている父は、 γタイ 6意9節では「わたしたちの父」と表示されているひ

この複数-人称は、最後のヲつの新額に現れている。これは単に弟子たちだけでなく、他の多くの人々

る。それゆえ、神を父として呼び求める者たちがそのようなことを

ミの状況下においてである。即ち、多くの人々が味方ではなく敵対的という意味で、ある O

そのような状況下において、「父jと呼び、求めるのである

「父よけという語りかけは、非常に家族的で信頼に満ちた親密な性格を持サた語りかけである

でもが、この語りかけを使うことができるわけではないのだとすれ拭、神に向かつて!父jと言う者たち

は、自分たちはその方の子らだと患っているからであるりでは、どのようにして彼らは、そういう

るのだろうか。「神は神である印だが、彼らは人間である。神は創造主である。だが、後らはそ

の被造物である。神は天におられるりだが、後らは地上にいる(伝道の書:5 : 1 けという

(キルケゴールの詩葉)の深淵に注目するとき、どのようにして、彼らは神の子らなのかりそのと

き、どのようにして神に自分たちの父と時びかけることができるのであろうかむまた、 f争中の子として

( Gotteskindschaft)というような一般概念に基づいて人間の権利を主張すべきものがあるのだろ

うかねそのような権利が叡に存在するとしても、とっくの背に紫効となり喪われてしまった権利である

かもしれないのであるわキリスト者は、神と自分の関係において、決して特別に誠実 (true)な人々では

なく、また、慰謝の人rJjとの関係においても、決して立派な人々でもなければ、喜ばしい住目を集める

ような人間でもない合キリスト者が持の千らであるのは、次のことを知っており告白するからである

叩ち、 f神の子と呼ばれ、神の子であること、神を父としてn'子び求めることが許されているということ、
そのことを人間によって証明されるべきであるような何らかの儲倍などは全く役にたたないこと」など

マある日彼らこそが、神殿内のあの取税人と一緒に、「神様、罪人のわたしを憐れんでください 1 (ルカ

-10 
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18 : 13)と告告するのであり、あの失われた息子会と 伴者に、「父よ、わたしはあなたの子と呼ばれる資格

はありません(ルカ15: 21)と告白するのである。彼らは、白分にそのような権限が与えられているな

どと思いあがることなしに、「父よ 1Jと呼ぶことがゆるされるのである
全く神の告自な恵、みの業および賜物である。 恵みとは、人間にとっては思惟しえないもの、

行為しえないもの、ぞれゆえ近づきえないもの、到達しえないもの、把握しえないものである。恵みと

は、人間の到の協力なしに、人間の業績に抗しつつ、人間の倒錯と罪責を覆い包む神の慈愛のことであ

るD 恵みとは、ご白分の主権のためになされた人間のもとへの神の介入であり、ぞれゆえ、人間のため

になされた憐れみに講ちた神の とは、神の自由な父として

Zusammensein)のことである日

もし、キリスト者が、神のfらと呼ばれ神の子らであるとすれば、人間によってなされるような何ら

どは、全く役にたたないことを知っているならば、これこそが、神の恵みについての彼らの

である。しかし、自分たちの父として神に時:びかけることへと人間を解故し、後らにその権

る恵、みとは一体何であろうか。バルトは、ぞれは、あの契約の歴史において人間に起こっ

ている出来事であるという。 Lりこの契約は、神と入信jとの聞に神ご自身によって立てられたといろこ

とのみならず、むしろ、人間がこの契約への自発的で、自由で;1:i動的な参与へと呼び、寄せられ動かされる
静(いての歴史である。この契約の轄史とは、一人ひとちの

ち、イエス・キリストの歴史である O この歴史におい

て、神の恵みは顕れている c 神の恵みは、神的愛の生命と支配である O この具体性辻、聖霊の分与・交

流である。人は、彼ら自身の暦;史を支配し規定するイコニス・キリストの燃史の生き生きした認識へと、

聖霊の光で照らされ白覚され日覚めさせられることによって、神の子らとなるのである心部ち、イエ

・その言葉と業における奉仕と死辻、彼らのために超こったのだという認識によっ

るむガラテヤ3寧26節「あなたがたは皆、信仰によ号、キリスト・イエス

のですJおよび位!徒信条の f我は、父なる神の独り子、我らの主なるイエス・キリス

ということができるのである O 人は、信仰によって神の子らとなり、神の子らということがで

きる O

御子を過して神は、今や、終末時 (End肥 it)の開給に際して、わたしたちに語られたの

された後に、万物の相続者と定められたの神ご自身の栄光の婚さ、

る御子が、多くの子らの救いの導冬子として栄光に導いたのであるというのは、多くの子ら

らの救いの部造者を数々の苦しみを通して完全な者とされたのは、 jゴ物の討

標であり端であるJnこ、相E与しいことであったからですJ(ヘブライ 2章10節以ト人イエスは、彼らを
兄弟と呼ぶことを駐じなかったのであり、彼らと同じ者になられ彼らと共に苦難と試嫌に曝されるとい

う必然性に服されたので、ある。どのような意閣のためなのか。それは、彼らに対して構れみ深い者とな

な大祭可として民の諸々の罪を購うためであった。(ヘブ

ライ 2 享17節)のぞれ辻、どのような棋拠に基づいてであろうか。それは、ロマ番 8î争~29節にはっきりと

書かれている。「神は、ご白身が選ばれた人間たちを、ご自身の子(イ L ス)のかたちと同じ姿

における奈在へと定められたjとの

である

(マタイ 5章ち

人間柑71:のあらゆるいざこざ、

いて語った。 ちるjと、

ぞれは、我々がf子たる身分jを受け取るため

され、そこで「アッパ父よ!と呼ぶためである。

えないが、 f十事の f-らJと呼ばれるべきあの「平和を告IJりだす宮・7・弘 iへ
そのものも!iiJじ方向を指し示しているということであるの

戦争の上手なる反対物ではないのドi守口Jは、 f創造の枚拶では常に



E仁バルトの「キリスト者の生J 主の祈りの神学的釈義

と並立され、また、「恵、みjの果実の表示として吊いられている。この「平和jという概念は、メ

シアの顕現と共に到来するイエス・キリストにおいて完成された神とこの世の和解(救い)という概念

と同じ意味で用いられている。従って「平和J とは、ルカ 2 章14~íJでよく知られているように、「いと高

きところにおける神の栄光へjの地上的対応である O また、 i平和J(平安)は、複活のイエスがご自分
の者たちに挨拶する言葉で、もある。〈ルカ24章3節目) r平和を実現する人々は、幸いで、あるむその入た
ちは神の予と (マタイ S章9 (4 ) 

このようにして、「人間が神の子ちとなり樟の二子らであるjという

なる O ここでバルトは、キリスト者の実存と実在の在り方をめぐる

をしておきたいという。

なことが可能となり現実と

まず、キリスト者が今日あるのは、豆、みである(コリント-15: 10)。恵みは、神の自由な慈愛と

いう灘りがたく意のままにならない秘儀と器跡である。生ける神の恵みとして、車、みは力を持つの

で、あってそれ以外ではない。この自由なる恵みにおいてのみキリスト者は生きるのであり、この恵

みにおいて父は、ご自分の者たちを練り返し愛し、ご自分の子らと呼ぶことを喜ばれるのである。

キリスト者が神を父として持ち、神の予らであることが許されているということは、人間関係のあ

らゆる関係とは異なって、進行しつつある竪史の事柄であるり歴史的事柄とは、イエス・キリスト

の出来事のことにはかならない。イエス・キワストにおいて、義とされ聖とされ召されており、裁

かれかっ恩赦を与えられ、死なされかっき主かされているのである O

ヨハネの子紙一3軍2蔀によれば、[わたしたちは、今既に神の子ですが、自分がどのようになる

かは、まだ訴されていませんJと記されている O 今は、ただ、イエス・キリストにおいて与えられて

いる約束に依り頼むことによって神の子らである。しかし、 fあなたがたの命は、キリストと共に

に関されているのですっあなたがたの命であるキリストが現れるとき、あなたがたも、キリ

ストと共に栄光に包まれて現れるでしょう(コロサイ準毛主的。そのときまで、キリスト者は彼

への信部によ φ てのみ歩むのであって、観ること (Schauen)、ロ[Jち、 の神の子としての姿

7節)。そのとき迄、( Gottessohnschaft)を直接認識し把搬して歩むのではないo (コリントこら

キリスト者は、決してすでに捕らえてしまってはおらず、決して完成されてはいない。(ピリゼ3章

。ただ¥「キリスト・イエスによって描らえられているムこれが、キリスト者の実在で

ある。この事実に基づいてキリスト者は、全身のj]を尽くしつつ、かっ後ろを振り返り観ることな

く、目標に向かつて走ることができるだけである。 (5) 

神の恵みによって、イエス・キリストがキリスト者の兄弟となったゆえに、神を告分たちの父と

して呼び求める告白を持つ者たちは、未熟な者、未経験な者、成人していない者として、それゆえ、

として意外の仕方で、神に出会うことはありえない。 rわれらの父よJという呼びかけは、あらゆ
とあらゆる姿において、いつもただ、ずぶの初心者の行為である O どれほど成熟した姿であ

ろうとも、初心者の行為にすぎないりというのは、そこで、 f普きものjと思い込まれている-切のも

のは、ここではただ|悪しきことjでしかあり得ないのである。キリスト者の撮る舞いは、世間では

習得した技術が「や母子Jであり「名人jであっても、しかし、どんなに年季を積んだ百戦練轄の戦

士であろうとも、「キワスト者'

輪際不可能である O キリスト者が

とすることにおいては、「やり手・名人jであること

ゃf名人Jとして生きているとするならば、そのとき彼
らは神の恵、みによって生きていないのである O

父への呼びかけは、自分の有能さや自

らの業としてである。ぞれは、

を応用してで、はなく、きわめて小さく、弱く設

父の家から迷い出て異境と認の群れに落ち込んで

しまい、そこから我にかえって、父の家を思い起し、そこから、もし許されるなら、己れの父のも
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とヘヲ|き返すことを願っている悪しき子らの業としてである O 己れを偉大で強くて富んでいて、そ

の上愛すべき善良な神の子とみなし、あの取税人や罪人と同じ食卓につくのを拒むような者は、キ

リスト者ではない。 (6) 

③ 父なる神への呼びかけの主体は、神の独り子ではなく子ら(キリスト者)である O 個々のキリスト者

は、ただ己れの責任においてのみ個人的な従順を果しうる O しかし、それは、私人 (Privatperson)

として行うのではない。人には、隣人 (Mitmensch)が本質的に属しているのと同様、神の子供には

その兄弟が本質的に属しているのである O そこにいるのは一人の他者だけではなく、多くの者たち

なのであり、この彼らなくしては、彼はキリスト者ではありえないのである。「我らの父よ」という

のが、彼に命じられている内容である O 例え、彼が孤独の中にあるとしてもである。神が唯一のイ

エス・キリストの父であるかぎり、イエス・キリストを信じるすべての者たちの共通の父であり、

すべての者たちはこの父の子らとして互いの問でもまた兄弟たちなのである。(7)まさに、唯一の

神が父として人間と交わりを持つために歩みだしたあの垂直線に、この神に呼びかけることを許さ

れている水平線は、対応しているのである。彼らは、「われらの父よ」と呼びカ、けるために自分たち

に与えられている自由を持っている共同体 (Gemeinde)・民である。この神の民、個々人は、他の

兄弟に対しても責任を持つ存在で、ある。なぜなら、彼らは最も近い隣人だからである。

もちろん、兄弟たちの考えや行動が皆同じなどということはない。兄弟たちから離れることもあ

る。誰もが、誰とも兄弟として一緒に行動できるというわけにはいかない。誰が神の子なのか、誰

が兄弟なのか、そうではないのか、に関する知の権限は、人間にはない。

兄弟だと思われた者たちが偽りの兄弟ということが起こりうるならば、逆のことも起こる O 即ち、

死んでいた兄弟(ルカ15: 32)が「再び」生きるようになり、失われていた兄弟が再び見出さられる

ようになることが起こるのである。また、兄弟などとは思ってもいなかった人が、突然、兄弟とし

てたち現れることだって起こるのである (8) 

新約聖書は、「兄弟」という概念については、控え目である O それは、「神の子ら」という概念もただ

ちにすべての人聞に適用したわけではない、という事情と同じである o I神の子ら」と「兄弟たち」とは、

新約聖書の用法においては、人間となった神の子であり「多くの兄弟たちの中の長子J(ロマ 8: 29)で

あるイエス・キリストへの信仰において一つであり、イエス・キリストへの信仰告白において出会い、

互いに認識し会う人々のことである。旧約聖書においても「兄弟」は、契約の民の一員として、イスラエ

ル人のことで用いている o (出エジプト 2: 11) 0 I兄弟」は、空虚な場所ではなく、一貫して教会の肢体

として相共に集っている者たちに関してのみに語られているのである o Iキリストがその弱い者のため

に死なれた兄弟としてJ(コリント 18 : 11、ロマ14:15)0I弱い者」とは、漠然とした隣人ではなく、

「一人の同朋のキリスト者、キリストへの信仰において結び会わされた民の一員なのである O 兄弟とは、

キリスト者以外のすべての人間のことではなく、「神によって愛されているがゆえに兄弟として語りか

けられている」キリスト者のことである。それは、教会自身のためではない。「かくして、世は、わたし

たちがあなたの弟子であることを知るであろう」ということのためである。愛における結合が、他の人

たちへの教会の証しの奉仕の前提なのである。この狭さ(兄弟愛)からのみ、あの広さ(この世)への展

望は拓かれうるのである。 (9) 

註

( 1) K.Barth rキリスト教的生j1天野 有訳(新教出版社 1998年)p.l51 
(2 )前掲書 p.l57 

(3 )前掲書 p.l62 
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(4 )蔀掲欝 p.170 

5)前掲書 p.l74 
(則前掲書 p.l76

( 7 )前掲揚 p.182

7)前揖警 p.l85 

(射能掲書 p.l88

K.バルトの「キリスト者の生j…主の祈りの神学的釈義

西側呼びかけ (DieAnrufung) 

キリスト教的生とは、即ち、イエス・キリストにおいて生起し

べき生とは、出来事、歴史、行動であるとバルトはまず述べる O 神が{われらの父」であられ、設々が

らjであることが真実であるのは、我々が、父に子らとして時びかけることによって、父の:業と

言葉に応答するときであるの 呼びかけとは、一般的に言えば、子供が父に白分のことを想起させ、気づ

かさせる連動のことである O 当然のことであるが、父は吉分が誰であり、後は誰なのか思い起こちれる

必要はない。「女が自分の胎の子白構れまないなrということがあろうか。たとえ彼女が忘れようとも、
わたしがあなたを忘忘、れることはないの(イザヤ49: 1日5~16船) Iイスうエルの子らが呼び

わたし;はま応えよう(イザザ、ヤ6臼5: 24心)0だが、子らは、「この方辻どなたであり、自分たちは何者なのか」

ということを患い起こす必要があるのである口子らは、いつも忘却の淵から担きて目覚めていな

ならないの父に呼びかけるということは、 f自分は此処にいるjと父に訴えることであり、父を突の父と

して真剣に受け止め舌白することであり、自分自身を突の子として真剣に告白することである G 父なる

る子らの生ける父である O それゆえ、この父が子らに関して、子らのために欲して

おられることは、この父と子らとの間の竪史であ与、生ける交わりと関わりであるつ子らがこのような

る交わりを色分たちの備で受け入れ背て、ニの父と自分たちとの共開性をこの世史において実現し、

父の[父たることJ(Vatcrschait)と自分たちの f子たることJ(Kindschばりを言葉と打為で表わすこ

とが、「われを呼べjと命じる事柄である。父と呼びかけること辻、あの失われた恵子

たように、 f起き上がって出発し、父の子扶として、この父に向かう道を

りかけ、そして父に聴き届けられることを求めるjということを

けという行為は、同定化し停滞もしくは凍結してしまった関係を新た毒物

のにすることを日指しているのである。子らの測には、持j帯、体止、という悲しき

まとっているのであるむだが、父が子らに、父としての儲きを中止することは、決してないり

しかし、神の子らは人間である。人間として、この父に対して感謝という負債を負っている存在であ

る。感謝の理取は次の 2点にある O ∞人間という被造物として、人間としての仕方で、諸々優れた特性

をもって、この父を認識し愛し時び求めるという規定合号えられていることに対する感謝。岳この父が

その調子の派遣、行為、啓示において、彼らをご自分の子供として所有し、彼らに語りかけるというこ

}の父が、披らの語りかけと告白を聴き取ることへの感謝である。感議?とは、ある

らさでるをえないのである。
明

、-

編の語法では明らか'慣

は必然的に

える。

るということであるのそうであれば、神の子ら辻、この贈ち物の贈与主で

こと (Ehrung)、即ち、この父を誇ること、この父への賓英、讃め称えとな

ることJ

ぎないように晃

… 14-
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ウロの吊法は、「感謝することJは諸教会の存在と普い状態に対するものであるが、そこ
から批軒的な事柄へと移行していくのが常である。しかし、パウ口の手紙は、導入の挨拶で、

謝Jを述べ、つづいて「讃め称えJが次にくるのであるo (コリントー l章1節以下)。神を
とは、円申は、神として誉れを帰せられ時ぴかけられるに相応しい方であるjということを告白し、日に

とf讃美jというこの二つの概念の抽象的分離は、見ること

る

されるのは、ま る感謝が隠され沈

されたままで、はありえず、むしろ、外へ、公共の場へ、告白へと向かわずにはおれないということで

ある。第十てに、神への讃実において示されるのは、神への呼びかけには、既に受け取られており、なお

待ち望まれるべき神の贈りものへの感謝であるの神への呼びかけは、神の「恩恵、jに対する感謝であり、

神の「恩恵行為J(Wohltun)に対する感謝となり、ついには「恩恵、行為者J(Wholtater)として
の感謝となる I感謝JL1:， I讃め称えjとなるのである。父への昨びかけにおいてこ
いるかどうか、ということが神の子らの白山なる人間'性の試金五である。

こって

J (ルカ18輩9

節以下)のような奇妙な祈りや、エルサレムにいる者たちの虚しい口先だけの讃美「主は言われたり

の民は、口でわたしに近づき、唇でわたしを敬うが、心はわたしから泣く離れている。彼らがわたしを

投れ敬うとしても、ぞれは人間の戒めを覚え込んだからだjJ(イザヤ29叢13節)という感諾と

解も起こる

るが、その業辻、聖書ーによるのであるり

における持ご自身であるの堅議において神は、人間

ましを与え、力を当たられるの塑霊において神は、ご自身を「弁護者jとなられ

るのである (4) 

として、

を素描するとバルト

(イ)キリスト:者とは、内分19身からではなく、彼らに自由な仕方で与えられる型霊によって動かさ
れつつ、神ご自身に直按無媒介に対両させられている人間のことである。キリスト者はこの神の

被造物にすぎないのしかも、役立たずの、神に反逆する被造物にすぎない。キリスト者は、教会

において生き生存している。もし、彼らがそのことをしないとしたら、もし、彼らが神の1<;t明

ることをしないなら、彼らはキリスト者ではないだろう O キリスト者i之、キリストにある

たちを持っており、彼らの証言を聴く合キワスト者は、彼らの証言を棋い継換してゆくとい

は、円卒を

1
V
 

署と父のちた
ネ/
Y
 

、
っ
自 る。そのような

自由において、彼らは己れの霊的生活を生きるの

(口)キリスト者が、直接無媒介的に神と対而し、あの白由の中へと移されているのを見出すのは、

唯一の仲保者イエス・キリストの歴史・業・言葉である。キリスト者が他の人々から区別される
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のは、 らには、イエスを を砲さ彼によ与頼み彼の御名におし通て神に時

ることが許されているjという点においてである。キリスト者にとっては、神は何らかの

という謹の中でではなく、それゆえ、彼ら自身の判室町や思惟や思弁に基づいてでもなく、被

らによって講想されたイメージの形姿においてでもなく、彼らn身の理性や力ではなく、イエ
ス・キワストにおいて神であられることによって、彼らは、神を自分ののままにしようとする

ら守られているのである。「聖霊においてでなければ、誰もイエスを主として呼ぶことは

できなし

る神に全体的に掠り頼む生であるむ

それゆえ、自分立身の内に根拠を持ったり自分自身の力によって維持され更新される生で、はなく、

ただこの持によってのみ結えず新たに保証される生である。これはキリスト者の困窮である。キ

リスト者とは、

ことである O キリスト;符とは、ただ fヤコブの神と救いjのみを見つめ、こ

讃美し、最大のものから最小のものに湿るまで一切のものにただこの神から待ち望み、乞い求め

ること。このような f幸いなる困窮Jにおける生が、彼ら
r神への時びかけjにおけるキワスト者の霊的生活は、単に瞬間
陀史の事柄 vとある。彼らは、日毎に新たに悲しき仕方で霊的生活の断絶が脅かされているりしか

し、父の恵みとその独り子と聖霊の力強い約束と交わりがキリスト

る。その霊的性活を過ごす過程で、絞り込むこと、つまずくこと、行き

り込むことは、あのゲッセマネであの弟子たちのように、最良のキワスト者といえども、ありう

ることである。だが、イスラエルを見守るん‘は、眠ることなくまどろむこともない(詩編121. 4 

その方の霊は患いのままに吹く (3ハネ 3: 8)とは次のことを意味している。その方の霊は、

明るいLIJ々 の上ばかりではなく、キリスト者が時折そこにいる暗い待問や穴ぐらの中にも吹くの

るO キリスト者としての彼らの言には、日iJの守り涯を持っていないのである O

このようにして、彼らの生涯の竪史は、多くの問題性と脆さの ~tl にあ与ながらも、彼ら

となるのであるぐ (5) 

スト者の自由、この自由において生きる被ら

して、こ

ない。キリスト者各偶人が、多く

かぎり、それは、担々のキリスト

キワスト教会辻、 f伊i々のメンバ…の私的

、彼らの個人的な事柄ではあるが、

を「われらのj父と呼び求める

ないのである O てれゆえ、

で保識{足進するための組織でもないむキリ

スト者は、世のうちにいるのであるのイエスは、「かれら

求めない(ヨハネ謡音書:17: 11)。キワスト者の「父なる持への呼びカ、けjは、戎るどこかの

な者たちの島jの上で起こるのではなく、他のすべての人々とfiJ]じ条件のもとに、キワスト:寄も生

きているのであるのキリスト者は、優躍的で、超然として、傍観者として、 F朝笑する第三者として

生きるものではない。イエス・キワストご自身は、環越的で紹然とした栄光に没りながら己れ白身

のために堂に到来したのではなかった。また、復話と昇天においても、 Ittからの I~惑通の中へづ i き返

たのでもなかった心全く逆であるりそうではなく、のために、父の右に!似しつつ、全権を委ね

られた神の大徳として行動されたのである (6) 

しかし、今や、「イエス・キワストは、イスラヱルの下‘および教会の主として、 Utの救い-i:.であ
るJということが決定的となったのであるむこの証言をtw:のただ中で響き渡らせるために、キリス
ト者は派遣されており、義務づけられており、力と顕現を付与されており、そして選び出されてい

るのである心そのことが、世需や社会に承認されたり評価されたりしないが、それは重要なことで
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はなし為。キワスト者は、マタイ 5章13節では独自の役割を失うことのない「地の塩」とi呼ばれでい

る。また、マタイ 5事15節では意味深いことに「ともし火」と呼ばれている。パウロは口

14節では、キワスト者は興救世界全体に「貰任を負っている者」と特徴づけた。キリスト者は、

スト者に責任を負っている者なのである ( ) 

きた神の子らへの「呼びかけjは、神と人間と

即ち、この f時びかけJは、神がイニにス・キリストにおいて、
えず行われる交わりの不日J欠な要素である。この

および要素なのである。神と人間との特別の交わり、

との具体的な関わりと も存在し、それゆえ、

の歴史の不可欠な要素である口

な通勤と行為において、絶

史、交わり

もまた存夜し、神と

、徹頭徹尾神

の自岳な恵みに負うているのであるの をイエス・キリストの父として時び求める 向かう力

と意思は、自由な忠みによるのである。 て、神の白山な

コ14: 36、口マ8: 15)との時びかけは、キリスト教的エートス

源的行為 (Grundakt)となり、;持は彼らのパートナーにされるのである。そして、神は呼び求める

持たちに対応して開設届ける (Erhorung)のである。

て、神は語りかけるだけではなく、キリスト者の万からも語りかけるのを欲しておられるの

である O 神の主権とは、独裁専帝IJ的 e抽象的主権ではなくて、イエス・キワストにおいて人聞に向

けられている神の自由な恵みの、現実に開設する神の型霊具f本的主権のことである。キリスト者が
父と呼びかけるとき、それは、いかなる意味においても、何らかの冒険・空に向かつての懇願・日

的のない旅ではありえず、何らかの実験や賭事などではない。神への f呼びかけ」は、まさにあの歴

史に参与するパートナーなのである。被らの呼びかけは、閉さ届けられるという無条件の期待以外

ものでもないの真の神への呼びかけは、自分自身をイエス・キリストにおいて神の子らとして

ることを許されている行為なのである O カルヴァンは、 fジュネー
われはイエス・キリストの唇によって新るがごとくに祈るjは、このような

あるり

で

いるので

キリスト者のこの確信は、持に対する人間的思い上がりではないぐ〉人間が思い上がったとしても

神は、支配権を持っておられるのは、雑かなことなのである。父なる神の「開き届け」の本質辻、人

しているよりもはるか無限により良く彼ら

によって、わたしたちが求めたり、思ったりすることすべてを、はるかに超えでかなえ

ることがおできになる方に(エベソ 3: 20)。父なる神がキリストそ?の「呼び号、けjを聞き届けら

れるのは、彼らの賢さからではなく、むしろ彼らの愚かさの中と無力さにおいてである ゆ)

ましますわれらの父よJとのH乎びかけ
に遣したと述べて、これまでの内容

して試みたこの「主の祈りJの最初の思

(Invokatわがにおいてそこから取り出される規範によって測るならば、次のように言う

ことがでおる。間lち、キワスト教的には善きことであり、許され命じられている人間的行動である O キ

ワスト教会とキワスト者は、披らの思惟・発註・行動がこの呼びか吋という運動のうちにあるそのとき

に、従順なのであるの

には、次のように言わねばならない。①感謝という形態。こ

負っており、またそれを喜んで行う備えがある O ③神の贈り物・神の贈り

である神への讃史とし寸影態として口③析るという形態として示すことりこのこと

ある。

さらに次のように言わねばならな '-')0 キリス とキリスト

-17-

.5::，.'<<-手す
70  cコ

ことを彼らは神に

.自由なる贈り

らの従JII民なので

①霊的生活



K.パルトの[キリスト者の生」 りの神f字的釈義……

という活動および展開であるとき、彼ら

おいて、周囲の世全体に対する神の業と

のである。岳被らは、この霊的生活を、神への奉仕に

ために生き、そのような仕万で自分自身の救いの

ためにも生きることが許されているのである

最後に、次のように言わねばならない。キリスト 聞き届けへの紙条件の薙信におい

は、キリスト教鎗理の課題である Oるそのときに、彼ら

この解明は、 断の基準だとバルト ぶ (9) 
ノ 0

設

( 1) K.Barth rDas christliche Lebenj) 1天野有訳 pJ92

2 )前掲欝 p.194 

(3 )前掲書 pJ97 

( 4)前掲書 p.200 

( 5)前掲書 p.21O 

( 6 )前掲書 p.215 

(7)前持書 p.219 

(8 )前掲番 p.243 

(9 )前掲醤 p.245 

五.神の誉れ後求める熱心

1. 大いなる情熱

キリスト者とは、ある特定の情熱 (Leidenschaft)を持っている人間のことである。それゆえ、キリス

ト者とは、いかなるj揚合であれ、卑屈な者、|設険な者、退屈している者、国習に捕らわれた自主性のな

い者でiまありえないりキリスト者の情熱は、文字通り、燃えとがり、時には、非常に声高く表現するこ

静かな情熱、深く隠されたi苦熱、落ち着いた情熱である
情熱というものは、一

ると、苦し

されない頼望 (Begehren)のもとでの苦しみのことである

しみと喜びに変わるのキワスト者とは、顕望の成就をぃ求める人間の

ことであるとバルトは古う。

だが、キリスト者の持っている

と証言のための、彼ら

として、

るのキリスト者の清熱は、神の業と

関連しているので、あるのとは百え、キリスト者も、

おいても生きている。即ち、衣食住への撒望、様々な享楽、所

社会的願望、美的願望、学問的願望である。そのよう

ように語るとしたら、それは浅はかというものであると

バルトは言う口 (1)そのような靖熱はすべて、人間の神によって選ばれ欲せられた普きものたる

の本姓に関連しているので、ある。にもかかわらず、キリスト者は、特7J1jの晴熱を持っているつそれが、

「神の誉れを求める熱心J(Eifer um die Ehre Gottes)なのである。
間IJ名を崇めさせ給えJ(Geheiligt werde dein Name)という主の祈りの第一桁棋を通して、今、キリ

スト教倫理学の展開を g指しているのであるとバルトは言う。この第一祈願は、キリスト者が、父に身

を向けるこ kが許されているあの「呼びかけJの第ーの内容的要素である。この f呼びかけ，立、感謝と

で

ところで、第一の析願におい

werde dein 
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しい誉れが、その韓大さと栄光において啓示されますようにという析穎を真剣に祈

らの父よ」というという祈願には、これを真剣に神の前に捧げる者たちに迫っ

(Haltung)と行動様式 (Handlungsweise)が含まれている。この態度と行動様式

にとって腎鍛的なものである日キリスト者の間在の情熱とは、この態設と

ち、キワスト者の惰熱とは、神の誉れに関わることのである。「争中の御名が聖

とされますようにjという第…析顕は、神の御名に桔臨ししミ仕方で、神ご自身の業と言に相応しく、その

偉大さと栄光において啓示されますようにと新る。この熱き願望によって、キワスト者は、満たさ

されi尊かれ支記されているりもしそうでないとしたなら、どうしてキリスト者が第一析額を其剣に析り

ょうか口キリスト者のこの情熱を「熱心J(Eifer)とL寸聖書の概念を用い、パル
求める熱心jと名付けるのである (2) 

2.知られかつ知られざる神

りの対象である神は、ご自身の詣れのうちにありつつ、不夜の神ではなく、臨在の神であノ、

なく、むしろ顕わな神である O ぞれゆえ神は、名の無き詞ではなく、名を持たれる

であるのこのように、神はて面性を持っている口ぞれゆえに、キリスト

なしうることをなしてくださいjと折るのである。 埠ち、「あな

ることがなく、:去るところで、全ての者によって、聖とされるように。jと

かけることによって、キリスト者は、同時に吉分の方でも、その人間的視野と

れを求めて、熱心で、なければならないむここで問題となっているのは、二二

スト教会・キリスト る。バルトは、これを一つ一つ具体的

よ、ただあなた

冒涜され

初めに、

像における被造世界

!弓へ、即ち、 Welt)について取り上げる O その全体

を、天地の全能なる龍造主とし

はいかない。しかし、

である。教会史とキリスト

は、白然史でもあるむしかし、

として白

多様な世界観、

ることを信じないわけに

コントロールできる

と共に生記する O 世界史

史

リスト教的世界と

る。しかし、教会とキリ

人、エジブトやアッシリアやパピ臼ンも罪をおかした。しかし、 IU約聖書の見解によれば、イスラ

エルおよびイスうエル人たちが、彼ら異邦人とは違って、選ばれ、召し出された神の民であったこ

とによって、彼らよりもはるかに重大な仕方で罪を犯したのである C

ところで、神がこの世によく知られているのは、キワスト教会とキリスト者の証言と

によるのである O しかし、神によって人需が認識されることと人間が神を認J議すること

柄が、イ工ス・キワストの暦史の出来事であるむこのイエス・キワストの歴史という唯 Aの…点に

おいて、神の御名は、告の側から、車とされているのであるむ (3)イエス・キワストの歴史は、この

世のただ中で、この唯一の一点において、持はご白身を慨に知らせたのである。そして、イエス・

キワストが死者たちの中から復活され、彼の!被史が過去のものとならなかったゆえに、神はこの世

られる神となられたのである O
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しかし、「世に知られていないj事帯、を出読しないなどということがあってはならない。この事

態辻、悪魔、悪霊、罪、一言で言えば、 IJ韮無的なもの!同様、国脊の力、意味、威最を持っていな

い口これらを所宥しているように見えるときには、ただちに、イエス・キリストによって崩棄され

ているということを、熟思されねばならないの「争率が恨の知られていなしり事患の諸芳三態は次のよう

なことである。

(イ)最も (der theoretische Atheismus)である。こ

gibt einen Gotりという命題を否定するという点にある。

に存していた凸 f卒中はないiと詰っている!号、か者は、詩緬14:1と53:2でも られている。

を手がかりバルトは、 gibtlという哲学者の非人称主語Esによって講成き

論者の門事存在jの問題を論じる。(この問題についてバルトは NichtigdにおいてM.ハア

イヂッガーおよびlP.サルトルにおいて論じている。)
、次のような神については当てはまるかもしれないの即ち、それ (Es)が、:存在すると

して、様々な仕方でその存在を与える (gibt)必要な神であるひしかし、真の生ける神は、神

ご自身を与えることによって存花 (SeIn)するのであるのだが、無神論は京教という形態をとつ

でもあらわれるりそれを一舌で

る耐え難い f円円11偶I再司{像象崇拝jである口パルトは、このような形態を f神の私物化 Nostrifikation

Gottes)の試みと呼ぶ口 (4)世は、理論的錆神論と

のである

このことによって、持の型性を国涜している人間は、白分のi雑人 (Mitmensch)をも知らないの

である。 隣人を認めない kennen)という点によって、神に関する

し、その本性を顕すのである r自分がi詩人を認めな
のみを主体として、自分自身の勝手な選択と処慣機能によって、隣人を無視して織の傍らを通り

まてしまうのである。 (5) 

③ 教会 (Kirchがにおける、「神が知られており、同時に知られていない事態jと

とその冒涜jについて寂り上品げるの教会も世に、世界史として存在しているのしかし、教会は世に

対して、批判的な関係を持っているの教会は、世のただ中にあって、

なのであるの

まず、教会は、自らも していることによって、世全体に妥;.11することに参与しているの

と教会が出らに会託された証詰の聴き手であり、イエス・キリス

トにおける神の白日告知によるのである。だが、神の自己告知が世に示されているにもかかわらフ、

として不明瞭である。神の自己告知lを受け入れたのが、教会である。教会は、神の

に基づいて生きる民で、ある。教会は、イエス・キワストの持の然りを聴き、

ることによって生きるのである。

おいて教会は、出らの根源に由来し、自らのE的に向かい自らの本質に基づいて語り

かけている。神の教会は、「真理の言葉によって生み出されj(ヤコブ

裁きへではなく、救いの実現へと定められているJ(テサロニケ 15 : 9九教会は
れる神の宮J(コ 1)ント 13 : 16)であり、 Iキワストのからだ]であり(コリント 112 : 27)であり、
リストは教会を愛してご島専を教会のために揮げたJ(エペソ 5: 15)、fあなたがたは世の光

である タイ 5: 14)。 いる

にもかかわらず、教会は、
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主イエス・キリスト否認の形態

(イ)過剰における教会)吾誌と離反堕落の一つの は、 における教会 Kirche im 

ち、増長し膨れ上がり患い上がっている

ここで、プロテスタントの入は ローマ・カトリック もしれない。

人々

きことは、カトワック教会だけでなく、 パプテスト派の

る方は教会の統治者

てしまっていることであるのこのような教会は、

暢 H える教会とせず、むしろ、あの五から任命され

しているのである。

られるのに、その}jを

ろうとは欲せず、あ

を授けられたということを居にとって支配する教会となっているのである。

(口) (不足における教会 (dieKirche im Defekt))自己の事柄に関して半分しか確信を持っていない

ために、自分自身を真剣に受け止めることのできない教会のことであるの

この教会の特徴は 世に対するイエス・キリストの教会としての碁礎づけ、保持を持ってラ-え

られた規定に対して不信実なことである O 教会の主は、死に支配されているこの世に勝利され、

この世と和解された方である。教会は、その勝利の主に視線をぐならば、本来勢筑づけられる

にちがいないのに、実際は弱気を持っていない。なるほど、この教会は使徒信条の「三日践に死

人のうちより舵り、天に昇り、父なる神のちに産したまえり」と朗捕するりだが、こ

まったき信頼で、はなく、 を持って語るだけであるの

るO る

いるのであるが、あたかも

々のキリスト者のために、

にも神を代理としておられるからであるO 以1:'0のことは、各人

と

とj疫を

れざる方な

イエス・キリストは、

きてお持、彼のため

られた神の然りであるの

かくして、キリスト者は神の院で容観的な義(Gerechtigkeiりであり、型化で、あるこ

とができ、キリスト者でありつづけることができるのである。一人の人間をキリスト者とするのは、

においてその人間に特別に語られるイエス・キリストの言葉によってキリスト者とされる

のである口その人間は、生けるイエス・キリストの教会の・つの肢へと刊され、そのことによって

キリスト者とされるのであるの一首で甘えば、キリスト者は、キリストにおいて存在するのである。

「罪人にして同時に載人j

キリスト者は、世に怒く立っているのしかし、キリスト者は、「神に関する知|に反して悪しき

を思い巡らし、悲しき百葉を語り、思しき行為をなしていることは、キリスト者の生活における大い

なるスキャンダルなのである。キワスト者は、父・子・聖霊なる神に信仰を告白すると同時に、この

悪しき思念・行葉・ f子為という罪をもなしているのであるD

、すべてのキリスト者が、致命的な選ちを犯しているわけではない。すべて

子が、ユダのようにイ L スを裏切ったわけではなく、ベテロのようにイエスを出;認したわけでも、つ

ぶやいていたわけではないひまた、アナニアとサッとラ(1吏徒言仔録5: 1)のようにしたわけでは
ないっだが、イエスが;義明りを予告したとき、すべての弟子が「主よ、ぞれiま私のことですかI(マタ
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イ26: 22)とあたかもユダのように、患わず発してしまったの同様に、ゲッセマネの間では、すべての

いるべき時に寝てしまったり (γタイ26: 36) キリスト者は、以上のような様相、

分裂状態の姿を呈しているのである。それは、内申に関する知Jと「神に
ける姿であるの(7)もし、キワスト者がこの事態を率i直にn状しないな

の誉を器涜するという f升呂を、満たすJ(マタイ23: 32)ことになるであろう O

3.御名を崇めさせ給え

キリスト者が分裂状況と矛活状懇のただ中から、あの父なる神への「御名を崇めさせたまえjという

祈りが揚き組こる O 主の祈りの第一祈願の内君と意味は、総括的に言えば次のようである o Iどうか、あ
なたが、この悪行と悲穆を引き受けてくださいますように。あなたが、光と毘とのあの忌まわしい分裂

状況を打ち僻き、この世界から徹底的に取り除いてくださいますようにjということである。この祈り

こそが、 f知られかっ知られざる神jというあの鎮域のただ中での徹庭的に新しいものである oIアッパ、

父よJ(口マ 8:目、ガラテヤ 4: 6)という呼びかけが、ここでは、「父よ、あの領域全体をかくも
ちずなほどに支配レ性格づけている[もまたj(und)を一掃し、これを終結させてくださいjという具

体的内容を接待することが、あの領域での新しきものである。「父よ、どうかあなたの備顔の光を輝かせ

てください」。幻、 kのことを、主の祈りの第一祈願は意味しているのである。

このような祈りをもって神に呼び、かけるのは，教会であり、そして教会のうちにあるキリスト者であ

るO 彼らがこれを行うのは、 E当分の必要もしくは街動からではない。彼らがこのような析与をもって神

るのは、彼らに

イエスが弟子たちに f僻名を崇めさせ給えjと祈ることを教えられたとき、弟子たちの無知がいかな

るものであれ、新ることを許しておられるのである。神が弟子たちにとって「隠された神jでしかない

ならば、どうして祈ることができょうか。イエスが、教会とキリスト者に「このように祈りなさいJと要
されたこと自体、現に「福音jなのであるとバルトは古う。〈糾どやリスト

績の中に生きているにもかかわらず、自由が約束されているのであるりこのことは、周囲の人々に対し

してノj、さいことではない。

を嶺めさせ給えJ(Dein Namぞwerdegeheiligt)は、次のような意味であ
る。崇める「ドイツ語は型化 (Heiligung)であるJとは、聖書の概念で百えば、或る物がそ
の世能性から取り出されて、神への奉仕のために、〈寵譲には神への祭記、礼拝のために)棒げられるこ

とを意味する。型化とは、ある人物、ある場所、ある事物が、この

(Aussonderung)、1mいられるべく要求されることJ
とJ(Beschlagnahme)、「整えられ仕土げられることJ(Zubereitung)を
え(指名が聖とされますように)Jという祈りは、「主よ、粉伸し打ち砕き

を、これを裁きのもとに服せし給え、勝科をわれらに確信せし

こし給え、壊の輩を投げ捨て給え、真の自由をわれらに見出さしめ給え、父の家にある自性iをjという

G.Arnol誌の讃美歌「ああ、あらゆる縄闘を打ち破り給う方よJを意味しているの「御名を崇めさせ給え」
とは、別言すれば、沼ハネ詣奇書12章28節の f父よ、あなた
光を現すjということぜある O

dて、 を崇めさせ給えjには、完了形

してくださいJ、同jち、

が合まれていた。

を崇めさせ給えJとは、その御名がイエス・キリストにおいて既に完全に聖とされている
のである。いつかされる (werde)ように、という中心に現在われわれは位置しているの新約聖書で託

言されているイエス・キリストの竪史において、われわれは、事実、神ご自身による-凶的，

榔名の理化の行為におけるむの、開に対する既に成し遂げられた完全な勝利jと関わっているのであ
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るO イょにス・キリストの歴史は、既に神のあらゆるj援の家宅母、既に終末 (dast;sC:hat.on)そのものであっ

たし、今もそうで為る。それ辻、イエス・キリストの業において既に生超した出来事として、イエス・

キワストの設葉、死者たちの中から復活した方の f平安があなたたちと共にあるようにJ(ルカ24:36、
ヨハネ20:問、 21、26)を通して、我々に顕わされているからである。「神の御名の栄光を顕すjために

しなければならなかった出来事は、かつてイエス・キリストの歴史において成し遂げられたりしか

も完全かっ最終的に成し遂げられたのである。「かつて巧時J、成し遂げられなかったとしたら、
合、イょにス・キリストは「今日J生ける方として投々の|時にはおられない、ということになるだろう
この祈りを要求される方は、「わが名の栄光を再び現すであろうJ(ヨハネロという約束のもと
で、その析般の将来における成就を141ぎ見ているのである。そのときには、了度、復活の討におけるご
自身の再臨の開始のときに、最初の弟子たちに対してそのような方となったごとくに、すべて

において、百で晃られ触れられる〈ヨハネ 11 じべき勝利者として、再び到来

ようにと n この意味において、ルタ…と共にこう言おうむ

る父よ

4.神の鷺撰の懐位

バルトは、「祈ることの法則は行動することの法則であるJとこの項で述べることから開始するの
名が崇められますようにjという呼びかけは、キリスト者の服従の行動なのである o l1[Jち、 f神ぷ祈り

めよjという命令に対する、彼ら自身の応答の行動なのである。

彼らに命じられているのは、あの大いなる最後の日、あの永遠の日

に身を向けることである行もし、そうでないなら、

り求めているかを知らずし

と

しているのである

ちの理解によれば、 の梁と言葉、我々の生活と教説を過し

て、神の営れと讃美にヨさるというのが、この祈願の11標であり、成就であった。これに対してバルトは、

この理解に対して否を唱える。第-祈願は、現在または将来における何らかの人間の意志とか行動に注

目しているのではなく、むしろ現在と将来の人間のIlf能性を越えたイエスの顕現の時の目標に注目して

いるのである日間!ち、イょにスの人格と歴史において慌に生起したあの f神の御名の栄光化jの普遍的な
意味と力と射程の啓示における時:の目標に注目しているのであるとの

つ
こと、

らないとバルトiま

から要求されている

り方においてのみ、

においてのみなされうるのである。 fあなたの御名を崇めさせ給え
と見倣しうるのだろうか。この析りをするこ

とによって、キリスト者は神と等しい者になることではない。我々は、告分の分 (dasU nsrige)を行う

ことを欲すべきなのであるの同様の警汗は、「御名を崇めさせ叩給えjという祈願の終末的性格からも考

えさせられる。(ア…メン、主よ、来てくださいJ(黙示録22: 20)という岬きを自分自身の手で聴き届

けようとして、この祈願を無意味にしてしまうなどということを彼のすべきことではない。「自分たち

は、ただ、主の到来を仰ぎ望むこの祈りの根上でのみ、言葉と行為とをもって白分たちの分をなしうる

のだ iということを忘れてはならない。イエスの fわたしはすぐに来るJ(黙ぷ録22: 20)について人が
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去しうるのは、せいぜい祈ることであろう。我々キリスト者に求められているのは、「神の誉れを求め

る熱心Jである。この世で、依然として我々は浮遊状態の支配体制に支配されている

うことによって、

される O こ

り、地味で、つつましいがしかし

しい優位

における生のことであるのこ

リスト あの浮遊状惑の支配体制ドにありつつ、

しなければならないのである G この

を求める熱心jは自己証明され正しく

に並

、この秩序に従うことによって、キ

とは異なる生であり、独自のありか

たにおいて、約束に満ちたものとなるので、ある。(12)

この項における「神の首葉jと辻、 f生けるイ工ス・キワストの詩葉jのことを意味している。神はこ

のイエス・キワストにおいて、世・教会・キワスト者に、その車霊の力をもって御自分を啓示し、今も

らせているからであるのキリストffと辻、この言葉がその者のもとに到着し、その結果、彼詞

身がこの百葉を告白せぎるをえなくなった人聞のことであるの彼らは、この首葉合J岡山にし、聴き取り、

理解したのでその確証として洗礼を受けたのである。「彼らは神の言葉を既に聴いたのであるJ。彼らは
ることを開始したのであるG

神の日葉がキリスト者に合げられていることによって、彼らには、同時に次のことも告げられている口

には、他のあらゆる要閃に相対して神の言葉の優位が相応しいJと。 fキワスト者の生
γては、これらイ患のあらゆる諸要問に相対して、彼らによって聴き取られた持の言葉にこそ

しいJのである。何故か。キワスト者が既に聴いた神の言葉は、後のや.活を規定するあらゆ
る諸要因のただ中にあって、ただ‘ウ一義的に明瞭に議き、語りかけてくる要因だからである。神の言

葉は、イエス・キリストについての討として、即ち、薄暗い現在のただ中で、イエス・キリスト

帯いいで完全な仕庁で起こった神の行為についての定詰として死者たちの中から復活し

として終わりなき平和の約束である。

これは、キリスト教的生の秩序を特徴づける

のである。今や、キリスト者は「肉に従う生jではなく、「霊に従う

としてはかなり 日な表現な

とするなら、あまりにも控え日すぎるのである O

(口一マ 8: 4)ものとして生きる

ではなく、むしろ、

もとへと

・相対的な意味と

されていると語らねばならないのキワスト者の歩みのすべては、ただ

を持ちうるにすぎない。それ故、キリスト教的ヘラクレスになろうと

されないのキワスト者は、神の勝利を後追い遂行することも先取りすることも

に、「鏡に映しtHされた橡jとして仕えることができるだけであるむ
キリスト殺とは、依然として分裂と薄暗がりの顎域のrt'に、しかし他方また、
かつて牛起した理化についての言の聴き子として存在しているが命えに、自

ると自覚して旅立つ者なのである D キワスト者とは、ヨnられかっ知られざる
重の[tiJ心丹の内部に同時に存在しているの次に、三

最初に、

しミ

る。その理由は、

べてのキリスト者は、日分の魂の救いのため という間いが、もっとも重要だか

らではなし凡そうではなく、キリスト 'おいて、神に対し

態度をとっているかどうかが間わ紅るからであるの

キワスト者は、一方で神の選びと召し、

という うちに生きている。それは

たかも知られない者でもあるように関わる

にして同時に罪人jとし寸矛屈であるのキリスト者
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は、「御名を崇めさせ給えjと折る自由と戒めが号えられている O それと共に、この祈りに対出する

神の誉れを求める索川、へと呼び求められているのである。キリスト者は、持との'f和を見出すこと

によって自分詞身との、ド和を持つことができる。そしてキワスト者は、神に義を帰し、白分自

義を婦すことによ引で持との平和を見出すことができるのである。このことによって、彼は補資を

証言することができる O

を求める熱心Jは、キリスト者棋人に止まってはならない。キリスト者辻、教会におし
しているのであるのもし、伎が、教会において存在していないならば、キ 1)スト者ではないだろう

キリスト者というのは、キワスト教に関心を拾いているというのではなく、生ける教会(Gemeinde)

の生ける一つの肢へと召しtHされているのであるの教会の証言こそが、最高の切迫さをもって、キ
ワスト者に委託されている証言である。この神の弐の一段として、キワスト者は、 11i舘名を崇めさ

と析ることが許され、要請されているのである。教会もキリスト者鵠入と同様に、合裂と

直面する。そこにおいてキリスト者は、個人の生活だけで、はなく、教会の一員として

を求める らないのである。

この世 に属しており、

として し

ならば、彼の折与は、いかにも、みすばらしいもの

となってしまうのである日自分詞身のためではなく、教会のためでもなく、世にあって光となるた

めに、彼は、キリスト者なのであり、神の民の一良なのである。

この世からb(制した方法として二つの道がある。一つ辻、

であるつここでのキワスト者は、 i吐の禄々の傾向、習慣、

距離を罷くぐ〉もう一つのi誌は、原理的十字軍騎士 (Kreuzrittertum)のi践である O ここでキリス

者は、孤独であれ他者と共にであれ、戦闘的な仔動へと向かうことによって、自分の興震性、世か

ら託別すべき自分の立場を明らかなものとし、ドミ分の証言をするのである。原理的修道士と京理的

という、この相互にきわめて近い類縁関係にある二つの資は、詩i設さるべきただひとつ

る。キリスト者は、修道士にも十字軍騎士にもなろうとしてはならないのである。キリ

スト者の仔為は、証人だから、世に対して距離を遣いたり、世に対して戦闘的になることは不可能

なのである Q

キワスト者が証註するとは、地のすべての世俗人 (Weltmenssch)のただ中にで、こ

あらゆる言葉とは相違したものとして轄き取った一世岱入、即ち、この言葉の威献と権威と

認識した世裕人として考え行動することである。キリスト者は、地の世俗人に対して、きわめて注

意をヲiく仕方で、流されぬ者 (nonkonformist)、神の誉れを求めて熱心な者として自分を示すであ
ろうし、またきわめて注目にf産する仕方で、彼が守与指示しなければならない祉し人として、自分

を示すのである。

j主

Karl Barth 部 christlicheLebenJ天野右訳立(新教出版社1998年)p.250 

(2 )爵掲番 p.254 

(3 )能持議‘ p.281 

(4 )前持勢 p.296 

5)前掲欝 p.299 
6 前掲書 p.316 
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(7)前掲脅か350

(8 )前椙醤ひ358

( 9 )謡嬉香 p.3約

(10)前損害 p.391 

(l目前持書 p.393 

(12)前調書 p.406 

(13)前掲欝 p.434 

(14)前鴇をき p.470 

六.人間の義を求める欄い

キリスト者は持に次のように新る。[神が¥ζ自身の義を、新しい地の上と、新しい天の下に現われ住

まれるようιjと。そのように新り求めることιよって、キリスト者は、この析りに相応しく、 f人間の
錨の支配jに対して、臨ち、付金上での人間の法、人間の自由、平和、人間の手による諸々の保護の維持

と要新、深化、拡蝦jに対して責任を負う者として行動ずるの

上無秩序に対する蜂組

|神の誉れを求める熱心Jの真正'註は吟味を吾、裂とする O 掛りは人間の行為であるゆえに、限界があ
る。それは、その祈りが真正な従JII貨な行為なのかどうか吟味せねばならない。バルトは、この行為を

キリスト

の蜂起

前提は江崎ベソ 6: 11以下に

とは、 f善急調ぃ」となる

t元して踏みとどまること

された自発的、

るo (1) I神の誉れを求める熱心JI之、これがただ、ちにあの f人
よる行為であり、話途有望な行為なのである O

成る特定

は、「ヤコブー

という物語があるの新約聖書の書簡では(闘いJという
びキワスト教的証言を内部からも

る。パウロと教会辻、この闘いを絶えずU

る。(ヘブル12:1)この闘いを酎え抜くための

の武具Jで身を毘めることであるむ 信実に闘うこ
IIテモテ 4: 7 

る。その と霊によっ

なる拒絶より以上のことである。難難、不安、

ことは、勿議些縮なことではなし凡それらが、キワストへの愛か

ことはできないむ〈ロマ 8: 35)のそれらは、将来啓示される栄光に比べればなにものでもな

い(ロマ8. 18) 0 なぜなら、それらは、忍離を強め、練達を掠め、希望に新しく息吹を与えるから

る。それ故、「あなた}fは、悪を持って悪に、侮婚の言葉をもって侮掃に報復してはならないJ(1ベテ
ロ3: 9、Iテサロニケ 5;15)と言われている I没する:者たちょ。あなたがたは日ら復曹することな

く、むしろ、神の怒りに任せなさい。あなたは悪に負けではならないりかえって善を通して悪に打ち克

ちなさいJ(ロマ12: 19以下) I番目を取る者は、剣によって滅びるJ(マタイ26:5) 
しかし、キワスト者にとって不可避な闘い、むしろ命じられている蜂起というものがある O キワスト

者が、創造主なる神によって自分に与えられている{への白出jというものを、白分自身のためにではな

く、むしろ「内分の年を、神への恭仕において、神への奉仕に備えるべく活動的に働かせるjという U的

のために用いるためである。しかしながら、キワスト者も他のすべての閉じく人間であるゆえに、彼ら

に間有な蜂起、闘いの何らかの完壁な純粋などというものは無いのである。 16W:#己のフランスの新教徒
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たちも、当時の数々の[宗教戦争Jへと鼓舞されたわけで、はなかったのであるつ人間の間で敵対すると
いうキワスト教的戦続が起こったときには、また、教派との戦闘的な対決のために徒党を組んだときに

は、さらに、十字箪遠征に出立したときには、いつも不正なこととして起こりえたのである。彼らは、

そのとき、白分たちに指示が与えられているあの蜂起と闘いをめてしまったのである。

という凶式の中での思念、発吉、行動、E!IJち、他のグループを不利な状況に焔れるつゥ特定のグループ

の利益のためになされる 、キリスト者の意図とはなりえない。彼らは、キリスト者として、 '人

の中にいるのを見ているO

しているむこの人類の函窮に抗

るO しかし、この人頼の困窮は、

ているものではないひこの耐窮は、神の意思に対応しておらず、

を知っている人間(キリスト者)は、この閤窮を不変の所与として

受け入れることはできない。キリスト者は、この函窮に対して抵抗し蜂起し蹄いを開始するよう

けられているりもし、闘わない「キリストの兵士」、「闘う教会Jではないとしたら、彼らはキリス

ではなく、キリスト教会ではないだろう。

この人類共通の困窮とは、あらゆる人間関係、

させる無秩序のことである。秩;芋とは、入閣が神と

る

つつ人間の罪設なのであるの人間は、神を梅辱し、人間相互の関でも互いに臨界し合い、

吉正いに正しく関わりあうことができず、;狂いに自由を与えることができず、互いに平和の内に生きるこ

とができない。神のごとくなろうと欲するアダムの罪と共に、兄弟殺しのカインの罪は既に含まれてい

るのである。この|アダムの罪とカインの罪!という二重の暦史の確誌と反復が、まさに世界史であるり

すべての人間が神に敵対しているところでは、人間は人間にとって狼とならざるをえず、何の益にもな

らぬ闘い、相子を辱めるような闘い、汚れた闘い、禍を惹き起こす生存競争が始まるのである。

うな知秩序に抵抗するようキリスト者が命じられているのは、彼らは神の義の宜百をその耳，~

と共に人関に与えられている法の秩序・白

のために祈る自由を持っているのこのよう

蜂起である O

2 .主離を諮権力

ことが、キリスト者に舟じられている -" 
心

ここで、先ず、バルトは悪の性質と本性について説明しなければならないという O この患の

除去こそ主の析りの中で祈り求める。この悪こそ、蜂起し関わねばならない敵である。この敵対者を燕

秩序と名づけたのそれは、神の秩序と神の識に逆らう人間の不義であったりこの不義が、人類を責め苛

み混乱させ荒廃させ間窮させた。この思についてさらに、厳密に語らなければならない。

27 



瓦バルトの「キリスト手干の生J-主の析りの神学的釈義一

の、神からの離反望部 (AbfaU)と自己疎外 (Entfremdungvon Gott)が、すべてのJ患の根であり、

あの無秩序の究緒的、本来的根拠である。また、人間の神からの離反墜落と自己疎外がまさに根源的無

秩序であり、人間の生と共生を時間と化し重く頬わせる本来的不義なのである。しかし、神からの自己

疎外は、底ちに、自己自身からの告己疎外 (Selbstentfremdung)を内に合んでいる O 人需の自己自身か

らの舟己疎外とは、自分の存在の人間性の変貿盟落 (Denaturierung)のことである。変紫照落とは、人

の所fj・であり神を自分の主として持っているという規定に矛器対立することによって

(herrenlos)になるゆえ、勝手気量に (meisterlos)考え行動することであるのこのような行動がf縛は

るJという事態を変えることはできない。人間は、神から選れることはできないのである合「わた
しが天に昇ってもあなたはそこに在し、除!討にわが沫を設けても、見よ、あなたはそこにおられるj

: 8)りもし、神蕪き仕方で考え、行動するならば、人間にとって線局的な帰結を持つのである。

破局 と

、神無き考え方は、 f神のようになるJ(創世記3: 5)、却ち、良分自 となると言うこと

は、太古の昔から、摘み取ると患い込んで、いた約束であったのしかし、この約束が成就されたことは…像

度もなかったのであり、今後もありえないであろう。人間が支配権を持ち、自律しており、成人してい

る (m白E生がと晃散し自称する人関は、その人の神話であり幻惣にすぎないのである(4 ) 

主蕪き諸権力辻、われわれの眼前に存在しているc しかし、その存在は、明瞭な仕方ではないりそこ

で、主無き諸権力の幾っかを挙げ、その本震と活動を手短に説明することにする

新約聖書に辻、神の「回Jという概念が、政治的絶対主義の種々様々な形態、を考えるという事を指
し示しているの初代のキワスト教会は、権力者の態度や行為の背後や頭J:.~こ、また、国家体制!の背

故と頭上に、この致治的絶対?正義が俳期しているのを見ていた。拐代教会にも、あらゆる

に働いている魔性、悪霊的力が問題なのであるり

国家制度とは、人需相互間の法恨echt)の形成および仔需を意味するのみならず、統治と

形成を意味する O その法の行f吏のゆえに、権力と物理的力との行捜を意味するのである。もし、権

力が法から切り離されるならば、そのようなことは、神から開放する

きには、致治的魔性、悪霊虫色力が成立するのである O こうなると、

り開放し、入閣の生活に平和をもたらす秩序ではなくなる。もはや、人間

ならなくなる。政治的魔性・悪援の力は、者自主義(Imperium)という非人間的理念を本質とする

る。この力は、君主制的理念でもあり得るし賓族制的理念、民主主義的理念、社会主義的埼

念でもあり得るのである o

主蕪き

りつつ、決し

となっているのであるの

イ6: 24とルカ16: 13で、持と競合する

にマモンに、愛-忠誠・奉仕

押入れに入れられ、盗まれることもあるj

る。 この日昔は、神話fとして

と活発な悪

る。マそンは、マタ

と同時

長

モン」とは、貨幣という概念と結合している。設幣とは、算術的に見波しえる経済的力のこと

である。人辻、貨幣を所宥している限り、それだけ制俵ある者であるり貨幣は、経済的信鎮のみな

らず、すべての人間的諸価値の…つの主婆な総体であり、尺畏である。貨竪辻、柔軟かつ強力

、多種多様な意見、確信を根拠づけ、同時に他の確信を抑圧することのできる残

、ある時は景気を上昇させ、ある時は景気を下降させるG ある時は平

和に奉仕し、ある時は冷たい戦争を遂行し、ある時は恐寵を食い止め、ある時はこれをヲ

一部一
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③ 主蕪急措権力の第三は、精神的形成物 (die Gebildりである。通常イデオロギーと

れるものである O そこにあるのは、人間の能力である。能力とは、自分自身の内的生と白

たちの生と岳分の外部世界全体とが人間に意識される重感 (Anschauung)を概念(日開rif)という

において詑躍するという能力のことである口だがもし、人聞の能力と稽神の力を用いているの

ら離反堕落した入信iであるとするならば、事態はどうなるのだろうかりそこでは、人聞の精

白山な精神であることを止めてしまう停滞状態が生じるのである O 彼の仮説は、定説となり、

探求し開い研究してその定説の背後まで、遡っていこうとする勇気を持たなくなる C 彼の理念(イデ、

アール)は、そのとき彼の偶像(イドール)となる (7) 

精神的諸力だけではなく、それらとは区別される地上的なもの (dasChthonische)という概念で

は、人間にとって不可見で処理不可能な天と区別され

している G 人間は、単に上方だけを見つめ、追い求めているのではなく、同時に、下

追い求めているのである O それは、地を従わせるため、地を人間の世界にすること、

地を人間の壁史的実存の舞台および道具へと形成するためであるむ人間は、単に内面的だけでなく

外面的にもその思惟と業において、人間を取り関んでいる自然の諸力 f地霊J を患い

のままに処理し、ぞれらに対して勝利を収める。人間辻、自然の諸力と地霊を探求し自分自

めにしよう可能なものとし、それらの主としてそれらを仕えさせる。人関誌、本来神によって愛さ

れ普く創造されたり人間辻、神に仕え、そして地を従わせるように自由を与えられている。人間は、

神の幾でありつつ自然の主である。その関りはよいのである O だが、人間が、「神の僕jとしての奉

仕から逃げ去ってしまうならば、あの「地jへの支配も喪失してしまうのである白川

バルトは、「主無き諸権力Jについて語らさ?るを得なかったのは、それらが、人間の神から
器落の帰結として、人間の実存と控史とをあの無秩序へと運び入れるそのものだからである。これ

して蜂起することが、:主の析りの第二軒願を析るキワスト者に命じられていることだからであ

る。諸権力は、何ら人需の生の助けをもたらしはしない。また、議々な開校、元気づけ、安楽、豊

かになることをもたらしはしない。諸権力は、人間を滅ぼす敵対権力である O しかし、人間的無秩

序の王国に、

3.徳田を来たらせ給え

人間は、書分を神から分離させ、神に対して独立したものとし、絶対的に自立させようとする。しか

し人はそこで分を超えてしまうのである。しかし、成功することなどありえない。「天を王踏とする

E、支は彼らを欄られるJ(詩編 2: 4)ので、ある a 主無き諸権力の領域の中で生恕する坊さと混乱
にも関わらず

いるのであるりこのことが、キリスト

な点である。「神への呼び、かけjのための自 rLJこ

自分で考えだしたり獲得したものではなく、彼らが聴き取つ

れた白由である a キリスト者が卒中に呼びかけるとき、何を祈り

(Hoheit)と力を言正明して

めに所有している自由

自由であるのこの自由は、キリスト

に対する従}II長への由由、贈り与えら

イエスが弟子たちに教えられた f主の析りjの第一新顔同様、第1析頼もまた、神の成る行為、即ち、

fその射程においてすべての時間と空間を包括する持の行為、しかもそのような仕方でそれ以前に生起

したことはなく、またいかなる反復の必要性も可能性もない-l~]かぎりの禅の行為J に視線を向けそこ

へと方向づけられているのである。ところが、人聞の不正義と禁秩序と蕪き諸権力の支配のもとでは、

種々多機なことが繰り返し起こっている。このことは、既に、コヘレトの言葉 l

いることである凸だが、第二軒穎で待ち焦がられ待望されて析り求められている
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さに神の行為として、 f明けそめよ、汝、美しき朝の光よ G そは、 E毎反復再帰するあの古き拐ではな
いJ(スイスの讃美歌の一部)そこで祈り求められているのは、その具体的な内容と輪郭において、

いかなる出来事とも同種ではなく、また比較できるものでもない。それは、絶対に予期できない仕方、

きない仕方で生起する。ぞれ辻、一切のものの地平を1:から堪痕に破り柘く O このようにして、

ご自分の潜を、ご自身の誉れとわれわれの救いの道を行かれるのであるひそれ故に、[主に呼び求

めよJとf御国を来たらせ給えJと命じられるのである。 (10)
新約盟書によれば、主の祈りの第二祈願で起こっているように、樽出到来が宣教されているところで

は詩編33:3で語られている「新しい歌」が歌われているということを熱意する吾、:繋がる。「新し

を人々はイエスから開いたのである

神の屈の到来こそが、第二祈願の開題である。そして、神の国とは神ご自身のことであるのと

神ご自身の到来における神の国のことである。持の国とは、人間との出会いのための封来であり、ご自

身とは異なる現実全体との出会いのための到来である。神は聖なる方として、また憐れみ深い方として

される。神は到来して義を創りだされる。部ち、創造主たるご自身の誉れを求める熱心

において、被造物への燃える愛において、この世界の義しい秩序としての義を能りだされる G 神は、神

との関係における人間の不義を斑葉:される。そして、「地との平和jが到来する。ぞれが、「神の同Jな

のであるや以上のような仕方以外では、人は神の国をおそらく描写することはできないだろうとバルト

は述べている(11)

だが、「描本Jするとは、持を意味するのであろうかむたとえ、そのような描写を厳密に遂行したとし

ても、結局以下のように百わざるを得ない。そこで表示されたものは、「パラフレーズJしたにすぎない

とQ 神の屈とは、出縁における大なる新しきものであるの「神の屈は人間にとって想録を超えたもの、

掘しがたいもの、天が地を越えて高いよりもはるかに高き(イザヤ55:9)、遂行不可能な，官、知であるJ

という事態を認識していないのである O ただ、神ご自身の到来の現実性と真理においてのみ、神の国は、

人間の諸々の紘験と思想との地平の周縁におけるあの「美しい朝の光jの明け初めなのである。それ故、

神ご自身のさき来の現実性と真埼とを仰ぎ晃ている O 従って、聖書では、「様々な聡えと

日食jで語られているのである。

以上のことは、この第三の祈願の実践的理解にとって或るきわめて特定の帰結を持つことになる口人

間は多くのことに予を伸ばすことができる。だが、神の屈に予を伸ばすことは決してできないりしかし、

l明と義は、畑の中にあるあの宝のように(マタイ13: 44)、探し求められたり、晃つけlちされる

慨にそこにあるのである。聖書によれば、神の国とは、一人の人慨が大地に種を蒔き、夜寝て朝起きる

と種は芽を出し成長する。だ、が、入閣はどのようにしてそうなるのか知らない。(マルコ 4: 26以下〉

国の到来を求める祈りは、神の鰐名の聖化を求める摂りとまったく同様に、言葉の十全な意味

で、純粋な祈りであるjということがで、きょう O 純紳な訴りは、神の子らの、天にいます父なる神と

係においてのみ存在する。しかし、祈りとその成就とは、たとえ折りが純粋な祈りであるとしても、

別々の事柄である。祈りが純粋だとしても人間の祈りであり、その成就は神の行為だからである。即ち、

を来たらせ給えj という純粋な析りは、神の k~1の主権を反射するのである。ところで、問題は、ー

どこで、どのようにして、この純粋な析りが出来事となり、そこで析り求められている円舎の回の到

来Jの認識が出来事となるのであろうか。バルトは、「新しきものはj既ι、是正に甑の前に直面させられ、
られているという O 側新約型書での神の問に関する良き音信および神の国の現実性と

ての説教・宣教・証言によると持の闘の到来は待望され祈り求められつつ、神のi耳が「近づき来たったJ

ルコ 1: 15)と同時に持が満たされた、部ち、一明がその目標と終君へと到iましたと記されている。

「御出が近づき来たったjとは、御国の開始と出現が眼前に差し迫っており、既にそこに驚かれており、

している。「神の~=Rlはあなたがたのただ中にあるのであるのこれが、「いつ

神は出到来するのかJという問いへのイょにスの答えである(ルカ17: 20弘下)。では、神の留が、
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出来事となづて到来したということは、何を意味しているのだろうかの

この間いに対する考えは一つだけである。それは、新約聖書の詰明の中心であり、出発点であり、ま

た目標でもあり、根源 e対象・内容であるイエス・キリストの懸史である O それは、唯一なる神の独

イスラエルのメシア及び異邦人の救い主、神と人間との仲保者(1テモテ 2. 5)、としての彼の諮

り，行為・苦難・死である。汁中の匝|は近づき来たったjとは、「吉はi対と成った、そしてわれわれの問

ヨハネ 1: 14)ということである。即ち、 1xスにおいて、人間の不義と無秩市に抗して闘
い、これに勝利し、これを打ち破持殺さ去り、神の識と秩序が「近づき来たったJのである。
たちは、神がイエスを死人の中からの護活において彼らに顕現された時、イエスに対面させら

を見たのである。あらゆる時忙の人間は、聖霊の力において、生ける主を見ているのである。

神の絶対に新しきものの秘儀、すなわち神の同の把握不可能と比類なき姿とに対面させられてい

のである口

にしておかねばならない。

日(マルコ13: 

のキリスト教誌に前方を

なたの大いなるその日にお

るように命じられたので、ある。

を振り返り克る最初期のキリスト教徒たちに対して、全

こそが、ただ振り

じたのである O まさに、あの完了形こ

jあるいは f主よ来たりま

りませ、かつて慨に到来したそのままにj祈

実に、驚くべきことは、最初期のキリスト教徒は、あの歴史の完了影に従うことができたという

ことであるのそして、前方の未来形を部ぎ見ることがで、き、心と唇にあの第二新搬を抱きつつ、そ

で渉むことができたということであるの神の同は、初代教会に対して、イエス・キリス

なものかつ将来的なものとして現れたり初代教会は、イ L スの到

とlit]時に待盟において生きたの初代教会は後方を振り返り見たが、

を

「イエス・キワストの到来と共に、

でに完全に潜行された出来事として、

という事実は、どのようにし

史(Ostergeschichte)におい

死にて葬られ、そして顕現されたことは、

出の到来が、最初の弟子たちに、また使徒的教会に、

、いまだなお完全に将来的な出来事として叙述するこ

となったのかむそれは、イエス・キリストの歴史

ゅなったからである。イエスが十字架につけられ

手おいても認識可能となったということでも

ある。弟子たちは複活の出来事の目撃証人でもある。

最初の弟子たちと共に、使徒的諮教会も、あの後活のIU京事に直接には与っていない後のキリス

ト教徒全体も、イエスと神の問への単なる想、起からその待望への転同、あの完成された腔

る感謝から将来に対する大なる希望への転討を弟子たちの後から、現代人である我々はイ本どのよ

うにして遂行できるだろうか。バルトは、それは、

るという出「烈!誌においてj以外の仕方では、つまり、

による、聖霊の業によって現実とな

によってそのことへと開放されると

し追う以外の仕方では、誰もイエスを主と呼んだ者はいないし、誰もイエスそのように呼ぶことはな

い。(1 ::I 1)ント 12 : 3) イエス・キ 1) ストの腔史と持の困の到来の完了形から未来形への転 r~1

と聖霊峰謹の出来事とを指示すること以外の仕方では、説明できない
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注

1)前科書 p.473 

(2 )蔀謁讃 p.486

3 前掲書 p.491

4 )蔀梶書 p.496 

(5 )前掲舎 p.510 

則前持書 p.522

(7)前掲書: p.524 

8)前掲書 p.534 

(9 )諒揚諮 p.546

(10)前掲書 p.550

(11)前掲書 p.554 

諸制書: p.576 

(13) HiJt話番 p.582 
(14)誌な掲書 p.597 

(15)前掲書 p.598 

七.報が為されよ

「見よ、このような持が来る、とヤハウェ 味合うりその時、わたしはダピヂのためにひとつの義し

し、よく統治し、この世に法と正義を創り出すであろう口を起こすであろうむ彼は王とし

ダは助けられ、イスラエルは安らかに住むであろうひそして、それによって人々が彼

りかけるその名はこれである。すなわち、ヤハウェ、ツィドゥケヌゥ

ミヤ23:5 6 )。キリスト者とは、この方、即ち、ダゼヂの子、王、

¥ウェ、われらの正義J(エレ

、その法と正義を長fJって

して歩んでいる。それいる人々のことである O キリスト者は、この方において生起した出来事-から

命えに、キリスト者は、既に、助けられたこヱダであり、既に、安らかに住んでいるイスラエルである

キリスト者は、今なおあい=ている人間の不正義と無秩序の時の只中にありながらも、主無

ト{中に今もありながらも、白iちと喜びとを持っているのであり、[詰Hを見よ
なる方を見よJrこの方の時と業を向ぎはよjという誠めを聴いているのであるのその人

を来たらせ給えJ 来たりませ、主イエスよ iと
るのである ( 1) 

この命令に従うということ、即ち、神に時びかけるという白山を謙成に吊いることが、

にJえしてのキリスト者の鵡組のことである。キリスト者が、神の同の到来のために祈る

によって起こされたあの玉の最終的な顕現と啓示においてこの地

ことによって、この錯誤を刊し錯乱した入頚を受け入れ憐れんでくださるよう

と。キリスト者は、このことを待ち望み、祈り求める。守つことjと「折ることムこれこそが、無

秩序に抗する闘いにおいて人間の側からの、見栄えのしない貢献の核心であり星である。彼らは祈るだ

に向かつて歩み、走るのである。

、新しい地の上・

H標を日指して「競技の走者jとして
るために、白分たちの儲からも

Eベテロ

3 : 13、黙示録21: 1)。即ち、人間の生、と共生の神の秩序の樹立であり、

子・神の子供としての人間を癒、し立さけ守る、神の生命の秩序、法の秩序・司自

び、の秩序(口γ14: 17)の樹立であるむ既に、そのよう 、イエス・キリストにおいて完全に現
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臨しており、また、イエス・キリス

しかし、キリスト者は、神の困の

において、後を認識し愛する人々に対しでも現践している O

由来して生きているのであるが、また、新し

に向かつて生きるのである。

来を求めて祈り、{走るJとは何を意味するのであろうか。バルトは、そ
えは、

キリスト

であるという。(川その意味は、 f御問」を求めて折るところでは、

的義のために劉うことを繋求されているのである O 問題は、人間的義であって、

の義ではなし を自分自身の手に収めようと欲し、何らかの宗教的、祭杷的(カルト〉道徳的、

神の凶を 建てようとする企ては、キワスト者には向の関部もない。あの f義を為され

よjという勾は、ハプスブルク家の神聖Eーマ皇帝ブぶルヂイナント一世(オースト 1)ア・ハプスブル

ク家の祖)に由来すると詩われている口人間の義は、最善のものであっても、不完全な、問題に満ちたも

のであろう c しかし、門事の義jとの関係の中で、生起するとき、神の識に相応しい行動となる O これこそ

が、入院に委託されているータラントである G

キリスト者の f御向に相応しい言、思念、発言、行動とはなにか。それは、いかなる場合にも、人

間に禍線を注ぎ、身を向け、支援することである O 持iは、人間を引き受け、人間の創造主・父・裁き主・

として人間の義を打ち建て 人間に生命・長自・平和・喜びと神の完全なる義を与えられた

からである O 人聞こそがキリスト者にとって重要である。キリスト者は最初からfヒューマニスト」なの

で、ある O 従って、キワスト者にとっては事柄ぞれ自体が重要ではない。重要なのは、人間の権利と尊畿

の事柄が右益であるか有害であるかという提点のもとでのみが能捷である O キリスト者にとっては、い

かなる理念・番号度・組織・経法形態・出家形懇・文化形態、・道舘・教育・教義は重要な事柄とならなし

キリスト者の前提は、神の義に対応する人間の権手Ij.生命・尊厳だけである。ただ人間だけである。(4 

キリスト者は、その都度流行している種々の理念や生活様式との開わりにおいて、味方し反対す

ることを恐れてはならないだろう口

かくしてキリスト者は、 f衣装が人々をつくるJ(M.ハイデッガ… f思惟とは何かjを暗証ミ)を信じな
い。キワスト者は、鍔ーや刀を手にしているからという理由で、恐れることはない。キワスト者は人間を、

政治家、学関、高い地位にある入として見ることをしない。また、立派な紳士、あるいは服役囚として

こともしない。さらに、 fキワスト者であるか非キリスト者であるかJI良いキリスト者である
いキリスト者であるかJという物差しで見ることは、決してしない。だが、キリスト者は、人間をそのよ
うな種々の覆面のもとで見つめるというところで、留まることはできない。それらの覆面は、 41の人間

自身ではないからである。人間は生き物であるから、ユーよそγに搬舞うかと忠えば、不真面白に振る舞

い、震揖に振舞うこともあち、無鉄砲に振舞う生き物である。人関は苦しんでいる O あたかも苦しんで

いないかのように覆面するのである。この苦しんでいる者が、神によって愛されているのである。この

人間に対して、見ること、理解すること、開放的に心から身を向け関わること、慈悲において出会うこ

と、これが、神の問の到来を求めるように与えられているあの小さな義である。 (5)人を救うことは神の

るが、キリスト者に出来ることは、何か。人は希望を失っているので、希望を必要としている。

あの約束を必要としている。約東とは、権利、尊畿、白山、平和、喜びであるのキワスト者は、

明よって生きている。この希望を持つように呼びかけ、約束を仲介し伝えることが、キリスト

る。この課題のために努力し諒うこと、それが、小さな義を実践することなのである。キ

リスト者は、全線に波って連帯しつつ、隣

出に頓着することなく、彼の道連れ、友として、

渇く者、人権と人間の尊蔽を尋ね求める者は、議ちょ4りるようになるであろうJ(マタイ 5: 6) 
ということを、キリスト者は女11っている。キリスト者は、あの約束、即ち、 f人権、人関の尊議、白山、

が決して奇骨な幻想、などではなく、神によって、イエス・キリストにおいて、設に実現さ

れてお持、その実現された姿において究極かっ最終的に再びイエス・キリストにおいて砕ぶされるとい
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う希望と約束によって生きているのである。キリスト者は、すべての人需にとって、この希望の証人、

輝く充(マタイ 5: 16)でなければならないのこれは、教会の!校教課題でもある O キワスト者は、いかな

る場合でも、隣人の傍らに立ち、彼を助けなければならない。神の回、父・子・聖霊の恒iは彼のために

も到来したのであり、なおも到来するであろうのイエス，キリストは、後の希望である。同

3主

( 1) K.BAIミTHWDas chriはlicheLebenJ天野有訳 608耳

(幻能掲書 p.613

3)前掲書 p.615

(4 )前掲讃: p.625 

(5 )前掲3号、 p.630 

6)蔀掲警 p.634 

あとがぢ

りJについての著怜は多数出版されているのバルト自身もフランス語で令書いたIJ、さな著書を
著しているのだが、ぉ christlicheLeben.]は大:著であるむしかも、未完で、ある。残念ながら、

を来たらせ給えjで終わっている。私自身の事を言えば、教会に行き拐めた頃どのように祈るのか知ら

なかったとき、主の祈りを唱えなさいと教えられた。大学の礼拝では、必ず、「主の祈り jを、

関係なく持で唱えている。

「主の祈りjの第二項の祈願は、 f1:持出を来らせたまえjであるむ毎回、無意識に、こ

いるが、門事の国jを本当に信じて祈っているのか、とバルトは

る。イエスの第一声は[神のj五iは近づいた。悔い改めて福吾を信じなさいJ(マルコ l章15諮〉、「イエ
スはガリラヤ中を囲って、諸会堂で教え、御国の福音を宣ベ伝えJ(マタイ 4章23節)であったり福青書
は、イエス・キリストの到来は、神の閏の封来として証言しているのである。神の留について、バルト

は、完了形と未来形という表現をする。持の国は既に到来した。弟子たちは、 [jで見た、

(ヨハネの手紙一 1: 1)のであった。

りJはイエスの教えられた祈りである故に、バルトは、喜ばしき「戒命jであると言う O
りJは、イエス・キリストの命令であると、不覚にも考えたことがなかった。教会の使命は矯音を伝
えることである詩人門事の同jをえることには情熱がなかった口

られたことを述べて「あとがきjとしたい。

一34ー

、バルトのこ よって教え

4日(7l臓の誕生司を迎えて)




